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令和３年第４回足寄町議会定例会議事録（第２号） 

令和３年１２月１３日（月曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 多治見 亮 一 君   ２番 高 道 洋 子 君 

   ３番 進 藤 晴 子 君   ４番 榊 原 深 雪 君 

   ５番 田 利 正 文 君   ６番 熊 澤 芳 潔 君 

   ７番 髙 橋 健 一 君   ８番 川 上 修 一 君 

   ９番 髙 橋 秀 樹 君  １０番 二 川   靖 君 

  １１番 木 村 明 雄 君  １２番 井 脇 昌 美 君 

  １３番 吉 田 敏 男 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   藤 代 和 昭 君 

足寄町農業委員会会長              齋 藤 陽 敬 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員              川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副    町    長   丸 山 晃 徳 君 

総  務  課  長   松 野   孝 君 

福  祉  課  長   保 多 紀 江 君 

住  民  課  長   佐々木 雅 宏 君 

経  済  課  長   加 藤 勝 廣 君 

建  設  課  長   増 田   徹 君 

国民健康保険病院事務長   川 島 英 明 君 

消  防  課  長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教  育  次  長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長              山 田 弘 幸 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事  務  局  長   横 田 晋 一 君 

事  務  局  次  長   野 田   誠 君 

総 務 担 当 主 査   中 鉢 武 志 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  請 願 第 ２ 号        燃油等の価格高騰対策、国の農業予算や運用変更に関す

る請願書＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  一般質問＜Ｐ３～Ｐ４２＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開議宣告 

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはよう

ございます。 

 全員の出席であります。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

 議会運営委員会委員長 榊原深雪君。 

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 

１２月７日に開催されました、議会運営委

員会の協議の結果を報告します。 

 本日１２月１３日は、最初に総務産業常

任委員会に付託し、休会中の審査となって

おりました、請願第２号について、審査報

告を受け、審議を行います。 

 次に、一般質問を行います。 

 以上で、報告を終わらせていただきま

す。 

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 請願第２号 

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 請願第

２号燃油等の価格高騰対策、国の農業予算

や運用変更に関する請願書の件を議題とい

たします。 

 本件における総務産業常任委員会委員長

の報告は別紙配付のとおりです。 

 本件における委員長の報告は、採択で

す。 

 これで委員長の報告を終わります。 

 これから、請願第２号燃油等の価格高騰

対策、国の農業予算や運用変更に関する請

願書の件を採決をします。 

 本件に対する委員長の報告は、採択で

す。 

 本件は、委員長の報告のとおり決定する

ことに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。 

 したがって、請願第２号燃油等の価格高

騰対策、国の農業予算や運用変更に関する

請願書の件は、委員長の報告のとおり採択

することに決定をいたしました。 

 

◎ 一般質問 

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 一般質

問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 ５番田利正文君。 

（５番田利正文君 登壇） 

○５番（田利正文君） 通告書に従って、

一般質問を行います。 

 質問事項ですが、里見が丘公園の現状と

今後の計画についてです。 

 里見が丘公園は町内外の多くの人々に利

活用されていますが、経年劣化・老朽化部

分の補修・改善、時代の流れ・変化に応じ

た対策が必要となっています。 

 以下の件について伺います。 

 一つ、里見が丘公園再整備基本計画、見

直し計画に基づく取組の現状について。 

 １）園内の補修・改修すべき部分の現状

は。 

 ２）キャンプ場は「補修・改修しながら

継続利用していく」ということですが、補

修・改修の現状は。 

 ３）キャンプ場への導入路の修理・拡

幅、キャンプ場から総合体育館・プール、

新しくできる浴場施設への園内園路の確

保、これと連動した誘導サインの設置は。 

 ４）キャンプ場への導入路は、里見が丘

の国道からしか入場できないが、南４条か

ら上がり総合体育館のところを経て入場す

ることのできる園路の新設と導入サインが

必要では。 

 ２、フラワー園及び商店街の現状と今後

の計画について。 
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 １）フラワー園及び商店街の町としての

位置づけは。 

 ２）同地域の今後の在り方と景観を守る

計画は。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 田利議員の里見が

丘公園の現状と今後の計画についての一般

質問にお答えします。 

 里見が丘公園再整備基本計画、見直し計

画に基づく取組の現状についてですが、令

和２年第２回定例会で行政報告を行いまし

たとおり、当面は既存施設の長寿命化修繕

等を中心に、財政事情を考慮した上で施設

の利用状況などを踏まえて改修や整備を進

めてまいります。 

 １点目の園内の補修・改修すべき部分の

現状につきましては、遊戯ゾーンではお山

の遊具・ふわふわドーム等の遊戯施設や足

湯・バーベキューガーデンの整備、スポー

ツゾーンでは園路や公園灯、さらにレスト

ハウス・総合体育館・温水プール・野球

場・サッカー場等のスポーツ施設の改修、

交流ゾーンではフラワー園内展望台の更新

を行っています。 

 そのほか、老朽化した施設につきまして

は、調査を行い優先度をつけて修繕等を進

めています。 

 ２点目のキャンプ場の補修・改修の現状

につきましては、本年度に７棟のバンガ

ローとトイレの塗装等に維持修繕を行いま

した。 

 ３点目のキャンプ場への導入路の修理・

拡幅は、令和５年度から２か年で整備を予

定しており、キャンプ場から総合体育館周

辺への園内園路の確保、誘導サインの設置

につきましては、徒歩により往来可能な園

路がありますので、その園路を利用してい

ただけるよう誘導サインの設置を行う予定

です。 

 ４点目の総合体育館エリアからキャンプ

場にアクセスできる園路の新設とサインの

整備につきましては、見直し計画では財源

確保が困難な状況から当面保留と判断しま

したが、新たに浴場が整備されることもあ

り、公園全体の利活用や利便性の向上、管

理運営上の観点等から、改めて利用形態等

の分析を行った上で検討が必要と考えてお

ります。 

 続いて、フラワー園及び商店街の現状と

今後の計画についての御質問であります

が、１点目のフラワー園及び商店街の町と

しての位置づけですが、この地域の生い立

ちを見ると、食堂組合の有志が中心となっ

て設立された足寄高原観光株式会社によ

り、昭和４８年に保養施設であるグリーン

パークがオープンし、町営大駐車場も整備

されました。昭和５２年にスキー場がオー

プン、フラワー園もこの頃に町民有志の要

望を踏まえ整備されました。こうした整備

が進められる中、観光土産品店や食堂等の

出店希望者を公募し、町有地を貸し付け、

商店街が形成されたものです。 

 昭和５０年代は市街地に入る西の玄関

口、観光・集客施設として一定の役割を

担っていた地域でありましたが、時代の経

過とともに観光客ニーズの多様化や個人旅

行の増加など、旅行形態の変化により、そ

の役割は薄れてきたものと考えておりま

す。 

 ２点目の今後の在り方と景観を守る計画

につきましては、飲食店等があるエリアに

ついては、里見が丘公園商店組合が既に解

散しており、営業を継続されている店舗も

限られ、個々の店舗の将来設計や経営の問

題等は様々と考えられ、現時点で町が何ら

かの計画を主導する現状にはないものと考

えております。 

 また、フラワー園は、本定例会で行政報

告させていただいたとおり、生き残ってい

る芝桜やコケ、植物の定着状況等を踏ま

え、これまでの観光・集客施設としての位

置づけから、町民の憩いの場・レクリエー

ションの場へと移行させ、芝桜だけでな
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く、現地に生育する桜やツツジ、珍しいコ

ケ等を観察できる緑地公園として維持管理

に努めてまいりたいと考えております。 

 当エリアの景観につきましては、今後も

フラワー園周辺の環境美化に努め、町民に

愛される憩いの場として管理運営を行って

まいります。 

 以上、田利議員の一般質問に対する答弁

とさせていただきますので、御理解を賜り

ますようお願い申し上げます。 

○議長（吉田敏男君）  再質問を許しま

す。 

 ５番。 

○５番（田利正文君） 答弁の中で、もう

少し詳しく補修・改修すべき部分、計画の

中で出されていましたけれども、それらに

ついて触れられるのかという期待がありま

した。それはそれとして、一つ目は触れら

れませんでしたけれども、親水広場ありま

すね。そこについてですけれども、あそこ

の部分が親子で水遊びができるような場所

にならないだろうかという思いがあるので

すけれども、この部分についての現状の捉

え方というか、あるいは押さえ方というの

でしょうか、どんなふうに考えているか、

ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 親水広場の現

状ということでの質問と思いますが、親水

広場につきましては、前にも一度どういう

ふうに、どういう形に使用したらいいのか

とか、親子で遊べるようにしたらいいので

ないかとかという話もございました。 

 そして、その後なのですが、親水広場と

して通常の維持管理をしてきているところ

ですが、土砂等がたまったり、なかなか親

子で遊びに行きづらいという面も御指摘を

頂いたところなのですが、今後におきまし

ても、そういった部分の土砂や何かをきち

んと撤去、清掃するような方向性と、親子

で遊べるような親水広場にしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 今、課長の答弁で

あそこ親子で遊べる場所にしたいというふ

うにありましたが、可能でしょうか。とい

うのは、見てきて思うのですけれども、全

部泥なんですよね。下に砂利が入っていて

上が砂で、きれいな水が流れているのだっ

たらいいのですけれども、どんどんどんど

ん泥がかぶさってきているという感じで、

そして草が生えているのですね。草が生え

てきれいになっていればまだいいのですけ

れども、あそこで子供さんを水の中ではだ

しで遊ばせるなどなかなか難しいのかなと

思いましてね、それであそこそういうふう

にできるように改善ができるかどうかとい

う思いがあったものですから、それの

ちょっと伺いたかったということなのです

ね。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 遊ぶようにで

きるのかという御質問なのですけれども、

確かに土砂等は、毎年砂防ダムは一応つけ

ていて上流部にあるのですけれども、どう

しても雨だとかそういった類いで状況に応

じて土砂等が流れ込んできているというの

はやっぱり確かに実情としてあります。な

ので、ちょっと一度やってみないと分から

ないのですけれども、ポンプとかで一応洗

浄というか土砂を飛ばしてみて、やはり

年々年々毎年土砂が来るだろうというふう

には想定されるのですが、その対応が通常

の維持管理の範疇でできるのであればそう

いうふうにしていきたいというのもあるの

ですが、大々的に改修をして完全に土砂を

止めるというような形になると、道河川部

の部分もありますので、なかなかすぐには

できないかなと思います。なので、当面は

通常の維持管理の範疇の中でどのようにし

て遊ぶようなことができるようにできる

か、ちょっと模索をしたいなというふうに

考えてますので御理解のほどよろしくお願
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いします。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 分かりました。い

ろいろこんなふうにしたらいいのではない

かという思いはありますけれどもお金がか

かりますので、できる範囲のところで維持

管理をしていただきたいと思います。でき

れば本当に親子が遊べるような場所にして

いただきたいなというふうに思います。 

 あそこにあずまやがありますよね。だか

らあそこに行って、お弁当持ってお昼を食

べるだとかね、家族連れで、あるいは地域

ぐるみでとできる場所だと思うのです。と

ころが、水場だけどうもちょっとそうなっ

ていないものですから、それにふさわしい

ものになればいいなという思いがあります

ということだけお伝えしておきたいと思い

ます。 

 ２つ目ですけれども、出会いの森の件で

す。 

 見直し計画の中に、公園外から公園内ま

での案内、それから公園内の移動の誘導案

内、そのサインを計画をして作成するとい

うのがありましたけれども、ウオーキング

などで使っている団体の方などは別だと思

いますけれども、一般町民の方、あるいは

町外から来られた方があそこの出会いの森

ずっと歩いてみたいといった場合に、迷子

になるのでないかという思いがあるのです

よね。それで、出会いの森に今言われた親

水広場のところから入る入り口、それから

キャンプ場からと、それからネイパルから

と、もう一つは旧、何でしたか、あそこ。

温泉あったところから国道から右に入っ

て、植樹祭のところから下りてくるとこ

ろ、４つぐらいの侵入路があるのでないか

と思うのですけれどもね。上のほうから来

るやつは多分そんなに多くはないと思いま

す。多くはキャンプ場からと、その足型公

園のところ、親水公園のところね、そこと

ネイパル、この３つでないかと思うのです

けれども、その入り口のところに本来でい

けば大きな看板があって、全体図が分かる

と。こういうコースがあって、こういうふ

うに帰ってくれば来れるなというふうに分

かる全体図の大きな案内板が必要だと思う

のです。 

 それと、要所要所に、ここを右に曲がる

とか左に曲がるとか、直進とか、Ｕターン

とかというところどころに必要なサインが

必要だと思うのですよね。それをつくって

いただきたいという思いがありますけれど

も、これも金かかります。だから、そこま

でしなくてもいいと思うのですけれども、

少なくてもＡ４の大きさで結構だと思うの

ですけれども、その入り口のところ、例え

ばキャンプ場の管理人のところ、あるいは

足型公園のところのあずまやかトイレに置

くだとか、あるいはネイパルだとかのとこ

ろにＡ４で全体図があって、なおかつ自分

が行きたいところ、コースで行けるように

サインの書いてあるところなども分かるよ

うな図面をね、紙だけで置いておくとあれ

でしょうけれども、ラミネート加工すると

か、それも面倒くさければファイル、ファ

イルに入れてＡ４のやつを入れておいてい

ただければいいのかなという気がするので

すよね。それぐらいはお金かけないでもす

ぐできるのではないかという思いがありま

す。できれば、来年のシーズン始まる前に

それぐらいは用意していただけないのかな

という思いがありますけれども、これにつ

いてはどうでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 出会いの森含

めて、里見が丘公園全体のちょっと話にな

ろうかと思うのですが、公園の誘導サイン

などについては、公園全体の設置は議会や

町民の皆様から分かりにくいと、田利議員

仰せのとおり、山に入ったら分からなくな

るのではないか、迷子になるのではないか

というような声も聞いております。必要性

については認識しているところなので、設

置に向けて進めていきたいというふうに考



― 7 ― 

えています。 

 先ほど田利議員仰せの小さな看板につい

ては、早急というか早めに設置できるかな

というふうには思ってはいるのですが、何

分面積が広いので、来春までにすぐつける

というのはちょっと難しいかなというふう

には考えています。必要性については認識

してますので、そういったサインについて

は今後設置していきたいというふうに考え

ています。 

 次に、案内地図の作成、設置ということ

なのですが、地図については今後作成し

て、今現在のところで設置場所だとかを検

討しながら進めていきたいというふうには

考えているのですが、設置方法も先ほど

おっしゃられましたＡ４サイズでもいいの

でとかという話も伺っているのですが、野

ざらしにして置いておけないというのもあ

るので、ファイルに入れて置いておくとい

うことにもならないので、その辺の設置場

所についてちょっと検討しながら進めてい

きたいというふうに考えてますので、御理

解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 今サインはつくる

というふうに言われてましたので、Ａ４の

やつも必要であれば置くということで、で

きれば来シーズン始まる前に大きな看板が

まず間に合わなければＡ４サイズで、必要

な人には渡るようにぜひしていただきたい

というふうに思います。 

 それで、キャンプ場への、これ答弁であ

りましたね。５年でないとできないという

ことですね、今のフラワー園のところから

入る、今のり面が崩れているところです

ね。あれは５年ですね。それは本当は来年

度の始まる前に、あそこだけでもせめて直

してもらえないかなという思いがあったの

ですけれども、今答弁で分かりました。 

 崩れているだけでなくて、少し今直って

ますけれども、石が出ているのですね。普

通乗用で行くと腹引っかかるのですよ、と

いうのがありましたので、それらも一度整

備して来シーズン開けるときにはきちんと

整備していただきたいなというふうに思っ

ています。 

 それと一つは、ここで３、４で導入路の

提案をしていますけれども、新しい温泉施

設ができるということも含めて、園内、南

４条から上がってと私は書いていますけれ

ども、神社のところから上がって、そして

キャンプ場まで行ける道路、それからキャ

ンプ場から逆に下りてきて温泉施設まで行

ける道路が必要だというふうに思っている

のですけれども、それがもし可能ならば温

泉施設が開場するまでの間にできないだろ

うかという思いがありますけれども、これ

についてはいかがでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） キャンプ場、それ

と下の公園、里見が丘公園と結ぶ道路とい

うことでのお話かなというように思ってお

ります。 

 先ほども申し上げましたが、徒歩で歩い

てこれる、そういった通路というのは今ま

でもずっとありまして、そういったところ

を通ってくると里見が丘公園のちょうど

パークゴルフ場があったりだとかするよう

なところに、下に下りて来れるようなそう

いったところはございますけれども、車で

通るだけの道路というのはもともと計画の

中で、再整備の計画の中にはございました

けれども、なかなか財政状況だとか、もと

もと補助だとかそういういろいろな財源も

確保できればそういうことができるなとい

うように考えていたところでございますけ

れども、そこら辺なかなかその財源が難し

いというところでございますので、すぐに

はできるという状況にはないのかなという

ように考えているところであります。 

 もともとのここを計画したルートでいく

と、ぐるっと回っていくようなルートに

なってましたので、かなり距離もあるとい

うことで、これをやるとするとやっぱりか
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なりの町単独でやらなければならない事業

というのは多いのかなというように考えて

います。 

 ルートとしてはほかにも検討すればもっ

と国道に近いところだとか、そういったと

ころで上っていく、車でも上っていけそう

なところというのはあるわけでして、そう

いったとこも含めていろいろと検討はして

いるところでございます。管理だとかそう

いったものも含めてできる、そういうルー

トができればなというところは考えている

ところであります。 

 今のところでいけば、どちらかというと

先ほどお話あった国道のところから元の青

少年会館のところを入って、キャンプ場ま

で行くまでの道路、かなり狭いですし急な

坂道というようなことになってございまし

て、なかなかキャンプ場に行くにも途中で

車が来ると交差できないぐらいの狭い道路

ですので大変なのですけれども、そういっ

たところの整備をまずは先にしなければな

らないのかなというように考えているとこ

ろであります。 

 まずその今あるキャンプ場に行くための

道路をきちんとまず整備するということが

先かなと考えておりますので、そちらをま

ず先行させてやらせていただこうかなとい

うように考えているところであります。 

 その後、温泉ができて、例えばキャンプ

場に来られた方も例えばお風呂に入りたい

だとかという方ももしかしたらいるかもし

れません。そういう人たちが行くのに、国

道に一回出てぐるっと回ってだとかという

ことではなくても来れるということになれ

ば、利便性は非常に上がるのかなと考えて

いるところであります。 

 ただ、町で考えていたのは、もしもそう

いう道路ができたときには、国道のほうか

ら直接入るというのはできなく、もともと

の計画ですけれども、国道から直接入ると

いうことはしないで公園の中から上がって

いくという方向で考えておりますので、そ

ういったことも含めて、いろいろと今後検

討させていただきたいなと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君）  どっちにしても

ちょっとそう簡単にできそうなものではな

いということが分かりましたので、現場を

見てきたのです、改めて今回この質問をす

るのにね。今、町長が言われたぐるっと、

当初計画でいくと、バンガローでない、コ

テージでしたか、コテージを新設するほう

に曲がってくるやつが計画ありましたね、

それがないということですから、今、旧と

いうのでしょうか、青少年会館のところか

ら真っすぐ下りてくると、国道に沿って下

りてきて、高校のところに道路ありますよ

ね。あれにつなげれないかと思って見てき

たのですけれども、結構あそこ落差あるの

ですよね。落差あるからちょっと無理なの

かなと思ったのですけれども、担当者にお

聞きすると、国道がついているのだから、

国道と平行して走らせることは可能だと思

うという話もありましたから、可能であれ

ばそこのところを何とか温泉浴場ができる

前に、そこのところ砂利でも結構ですから

できればいいかなと。もしそれが間に合わ

なければ、町長の答弁の中にありましたけ

れども、階段を使って来れるルートがある

のだそうですね。それちょっと私知らな

かったものですから、そのルートもきちん

とキャンプ場の管理人さんのところに置い

ておいてほしいと思うのですね。きちんと

こういうふうに行けるよと。そうすれば浴

場に行けるよということを分かるようにし

ておいてほしいなというふうに思いがあり

ます。その辺はいいでしょうか、そんな感

じで、もし可能であれば砂利の道路でもで

きないか、あるいは無理だとすれば、当面

できるまでの間、歩いていける道路がある

ということも周知徹底していただきたいと

いう意味ですけれども。 
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○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 道路については、

先ほども申し上げましたように、財政状況

だとかいろいろなこともありますので、な

かなか簡単にということにはならないかな

というように考えているところでありま

す。 

 今既存で歩いて下りれるだとかといった

部分については、先ほど出会いの森の関係

でお話しさせていただいておりましたけれ

ども、そういう紙でつくったマップみたい

なものがもしもできれば、そういったよう

な中にそういう通路もあるというようなこ

とも書くことは可能かなというように思っ

ておりまして、そういった形の中でキャン

プ場だとかに来ていただいた方に配布する

だとか、そういう形で対応はできるかな

と、そういうのは可能かなというように

思っておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） そういう方向でよ

ろしくお願いします。 

 キャンプ場の件ですけれども、これも細

かく触れられませんでした。キャンプ場の

駐車場のところに車止めの柵というので

しょうか、鉄のこういう柵があるのですけ

れども、あれが高すぎて、バックすると車

の車体にぶつかるのですよね。だからあれ

は撤去するか下げるかして、車の車体が、

車のタイヤがどんと当たって止まるという

ぐらいの低さのものであれば一番いいのだ

けどなというのが現場の利用者の声でし

た。その辺が、何というか、変更は可能で

ないのかという気がするのですけれども、

その辺はどうでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 柵がぎりぎりなん

だね、多分ね、ぎりぎりなんだね。 

 答弁、建設課長。 

○建設課長（増田 徹君） お答えをしま

す。 

 例の駐車場の車止めでなくて柵なのです

けれども、確かに縁石、車のちょうど、舗

装の縁石のところから車の後ろのタイヤが

行くとちょうど柵にぶつかるようなところ

についていたかと思うのですが、それにつ

いては確かにぶつかって傷だとかついても

嫌なので、次年度に向けて下げるなり、撤

去するなりというほうは検討していきたい

なというふうに考えていますので、御理解

のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） ぜひそのようにお

願いいたします。 

 キャンプ場の件については、現地で実際

見ておられる管理人さんの御意見ですね、

要望などもしっかり聞いていただいて、適

切な対応をお願いしたいというふうに思い

ます。よろしくお願いします。 

 次に移らせていただきます。 

 フラワー園のほうですけれども、私ここ

で聞きたかったのは、前回私が聞いたとき

にフラワー園を含むあの地域ですね。どう

いうふうに表現していいのかちょっと分か

りませんでしたけれども、フラワー園を含

むあの地域、スキー場まであるのでしょう

けれども、あの地域がかつては足寄町の出

入口であって顔であって、重要な地域だと

いう位置づけをされていたように思いま

す。その位置づけが現在は変更ないのかど

うかということがお聞きしたかったので

す。いや、微妙な言い方ですけれどもね、

今はもう交通事情も変わって流れも変わっ

たから、以前ほどそんな重要視はしていな

いという位置づけなのか。いや、だけれど

も、やはりあそこは入ってくれば真っすぐ

足寄の顔なのだから、やっぱり重要な位置

だというふうに思っているのかどうかとい

うところがちょっと知りたかったのですけ

れども。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 足寄町としての位

置づけというのはきちんとはっきりともと

もと最初からこういうものだということ
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で、どこかにきちんと書かれているような

ものというのはたしかないと思います。私

の考え方でいきますと、先ほどもお答えし

ましたように、現状の中でいけば、あそこ

の部分がやっぱり確かに足寄町の入り口と

いえば入り口ではありますけれども、実際

のところはやはりその下まで下りてきて、

動物化石博物館ですとか、それからドライ

ブインがあったりだとか、新しく大きなお

店ができたりだとかという、本当に市街地

の端というか、そういったところがやはり

足寄町の入り口ということになるのかなと

いうように感じているところでございま

す。 

 現状として、あそこの里見が丘確かに入

り口ではありますけれども、お店もどんど

んなくなってきて、今何店かしか残ってい

ないという状況ですし、それからフラワー

園のところもお話のとおり、今までのお話

のとおり、決して芝桜もきちんと生えてい

るという、定着しているということではご

ざいませんので、芝桜の時期というのは本

当に一定の一時期だけでありますけれど

も、昔はお花まつりだとかというのもやっ

ていたりだとかしてまして、そういう位置

づけにはなっていたのかなというように思

いますが、現状では決してそういう状況に

はなっていないと考えていますので、私と

しては入り口と、確かに玄関口ですよとい

うのは確かにそのとおり、場所的にはその

とおりだと思いますけれども、やはり現状

ではもう少し下に下りてきたところがやっ

ぱり玄関口になってくるのかなというよう

に考えています。 

 やっぱり時代とともに状況というのは

やっぱり変わってきているのかなといった

ところで、フラワー園、今も今日の回答で

もございますけれども、位置づけとしては

少しずつやっぱり変わっていかざるを得な

いのかなと考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 町長言われている

のはよく分かりますが、前回の私が前回一

般質問したときの位置づけと大分トーンが

下がったなという感じがしています。それ

もしようないのだろうと思いますけれども

ね。思いますけれども、ただあそこの場所

が、何というのでしょうか、一番上にある

何とかドライブインのように廃屋がごろご

ろと並ぶというふうになったら絶対にまず

いと思うのですよね。そんな思いも込めて

ちょっとこれからちょっとお聞きしたいと

思うのですけれども。 

 まず一つは、あそこに下に１か所、上に

１か所トイレがありますよね。このトイレ

の維持管理というか、今後これどうするの

か。あるいは改修計画があるとか、いろい

ろなことがあるのだと思うのだけれども、

これについてはどうでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほども申し上げ

ましたように、公園として観光施設だとか

というようなことではなくて、やはり今後

町民に親しまれるような緑地公園というこ

とで考えておりますし、それからスキー場

だとかもありますので、引き続きこれから

も維持管理をきちんとしていくというのは

変わりございません。そういった意味で、

トイレもあそこに２つあると。１つはやっ

ぱりスキー場の近くだとかでありますか

ら、やっぱり冬だとかも使われるというよ

うに思いますし、それから大きなほうの下

のほうのトイレについては、大きな駐車場

もありますので、あそこを使われている人

だんだん少なくはなってきているかもしれ

ませんけれども、やはりそういう需要とい

うのはあると、現状の中で使われている状

況でありますので、これからも緑地公園の

中のトイレですとか、駐車場だとかという

位置づけの中で維持管理をしていこうと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 
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○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） すみません、もう

ちょっと詳しく言ったほうがよかったのだ

と思います。ちょっと失敗したなと思いま

すけれども。 

 上のトイレですけれども、下愛冠４丁目

の公園の中にあるトイレのような、僕らが

子供の頃のような、男性であれば壁に向

かって放尿するようなトイレなのですよ

ね。あのトイレはあのまま維持するのかと

いうことも聞きたかったのです。何ぼス

キー客であっても、あれはちょっとひどい

のかなという、現在はですよ、という思い

があって、改修計画が近々あるのだろうか

という思いも含めて、ちょっともう一度お

願いしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） トイレの改修の関

係でございますけれども、当面は今のトイ

レということで維持管理をしていこうとい

うように考えているところであります。 

 今後どう使われていくのかといった部分

なども含めて、本当にそこが必要なのかど

うなのかも含めて、今後検討していかなけ

ればならない部分なのかなと思っていま

す。 

 大きなトイレもありますし、それからそ

んなに大きく離れているということでもご

ざいませんので、将来的に下のトイレ１つ

にするということもこれは検討の一つにな

るのかなというふうに思っていますので、

そういうことも含めて、当面は現状のまま

で維持管理していこうというように思って

いますけれども、将来的には少し検討の必

要のあるトイレなのかなと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） そういうふうにな

るだろうというふうに私も思います。でき

ればきちんと維持管理というか、清潔に管

理していただければ古くてもいいのだと思

うのです。なかなか行き届いてないところ

が結構ありますので、その点ちょっとお願

いをしたいと思います。 

 そして、最終的にはやはりどんどん劣化

していきますよね、上のトイレなどは。で

あれば、下の大きいところに集約するとい

うことになるのかなというようには思って

いますけれども、そんなことも含めてぜひ

維持管理をお願いしたいと思います。 

 それで、今、町長の答弁にありましたけ

れども、町民の憩いの場、レクリエーショ

ンの場への移行を進めたいということです

けれども、それがうまくいって町民から多

く活用されるとなったとして、フラワー園

のところから国道を横切ってキャンプ場に

行く、あるいは散策路に行くというのは非

常に危険だというように思うのです。１台

か２台行くぐらいならまだいいのですけれ

ども、もし何台かが連なっていくなんてこ

とは交通事故になる可能性が大きいのかな

と、あそこの部分いつも思っているのです

ね。まだ今のところ事故起こってないよう

ですからあれですけれども、その辺のとこ

ろについてはどんなふうに考えているで

しょうか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） あそこの国道のと

ころでありますけれども、地下に通路がご

ざいまして、通行する人についてはなるべ

く下を通行していただくというか、地下の

通路を利用していただくということが一番

いいかなというように思っています。 

 車であんまり渡るということはそんなに

ないのかなというように思っています。大

きな駐車場のほうからキャンプ場に行くだ

とかというのはそんなにそんなにはないか

なというように思っていますので、そこは

そんなに気にはしてなかったところなので

すけれども、ただカーブがありまして、下

から上っていくほうが２車線あるというこ

とで、そしてすぐ例えば里見が丘の元の青

少年会館のほうに曲がっていく車がいたり
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だとかするときに、非常に危険な状況にな

る可能性もあるということもあって、あそ

このところから入るようにしないほうがい

いのではないかというような声もあるとい

うこともあって、先ほど話ありましたよう

にキャンプ場がもしもつながれば、下のほ

うからつながれば、あそこは国道から入れ

ないようにしたほうがいいのかなという、

そういった思いもございます。ただ、現状

の中では、あそこのところに入っていく、

あんまりいらっしゃらないと思いますけれ

ども、通行するときには十分、下から２台

もしかしたら来るかもしれない、スピード

出してくるかもしれないというのは気をつ

けながら横断していただく、車で横断する

場合にはですね。そんなことを注意をお願

いをしながらということになるのかなと

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 次に移ります。 

 緑地公園にすると、フラワー園をね。芝

桜にこだわらないで、残っている芝桜を１

か所に集めて、残りはまたいろいろ考える

ということのようですけれども、そうなる

と結構空き地がありますよね。空き地とい

うか空いたスペースがあると。そこをどう

するのかというのが思いがありまして、そ

の中に例えば町民の方が町外に出られる

方って結構多くなってきてますよね。なっ

てきているのか、もともと多いのか分かり

ませんけれども。そのときに庭にツツジや

桜やチシマザクラだとかいろいろな、多少

小さい木のというのかな、いろいろなのが

あったり、それから多年草の草があったり

とかとあります。そういったものを例えば

こっちに頂けませんかという、何だろう、

町民への協力を呼びかけるなどということ

は考えていないでしょうかということなの

ですけれども、いっぱいあっても困るので

すけれどもね。困るのですけれども、ぽち

ぽちと埋めていくのにはいいのではないの

かと。わざわざ苗木を何百本買って埋め

て、一気に緑地公園にするというのでなく

ても、５年かけて１０年かけている間にい

つの間にか埋まっているという形もいいの

かなという思いがありまして、そんな考え

はないだろうかと、ちょっとお聞きしたい

と思います。 

○議長（吉田敏男君） 建設課長、答弁。 

○建設課長（増田 徹君） 議員仰せの町

民の方々の木や何かを植えてはどうかとい

うことなのですが、そういうふうに町民に

皆さんにお示ししながら進めてしまうと、

どんどん木が集まってきたりする、だんだ

んだんだん維持管理がまた大変になってく

る、そういったこともありますので、今現

状ではそういうことは考えていません。 

 確かに、広い部分、草というかになって

いるので、当面は草刈り、除草をしながら

進めていき、利用者協議会等々でどういっ

た方向がいいとかという、そういう話が出

れば、そういうことも含めて今後検討して

いきたいと。現状ではそこにそういうこと

をするという考えは今のところしておりま

せんので、御理解のほうよろしくお願いい

たします。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 次に移ります。 

 食堂街が形成される時点で、先ほどの町

長の答弁にありましたけれども、観光土産

店や食堂等の出店希望を公募しとありまし

た。こういうふうにありますので、多分そ

のときにこういう業態だとか、あるいはそ

こを貸す場合の賃貸契約書みたいのがあっ

たのだと思うのですけれども、それには原

状回復するだとか、あるいは景観を乱すな

どは多分昔はなかったと思いますけれど

も、使用目的から外れた、外れているなん

てことがあった場合には契約を解除するだ

とかというのは、そういう規定が、規定と

いうか要項というか、契約書というのが

あったのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 
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○総務課長（松野 孝君） お答えいたし

ます。 

 現在もこれらの店舗等９社に貸出しをし

ておりますけれども、例えば土地を返還す

る場合は原状回復義務をしなければならな

いという規定がございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君）  すみません、

ちょっと課長の言ったの聞き取れなかった

ところあるのですけれども、土地を返す場

合は原状に回復するという、その１点だけ

でしょうか。業種の指定はなかったので

しょうか。例えばお土産屋さんだとか、食

堂とかというふうに規定されているとかと

いう規定はなかったですか。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 一番当初に貸

付けをした以降、平成１３年に一度商店街

の方々と話合いを持ちまして、そのときに

ちょうど平成１３年３月に契約期限が迎え

たということで、商店街の方にお集まりを

いただいて、新たに契約を更新したところ

でございます。そのときに、使用目的等を

現状に合わせるように目的を変更いたした

ことと、あと契約の解除という規定もござ

いまして、例えば賃貸借物件、要するに土

地の管理が良好でないとき、あるいは契約

条項、契約書の契約条項に違反したとき等

は契約を解除するという規定もございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君）  下から上がって

いって大きいトイレありますね。大きいト

イレの左側に多分昔は４棟というのです

か、建物があったと思うのですけれども、

今は２棟しかないのですよ。今、課長の答

弁聞いていましたら、１３年３月に更新を

して目的も定めたし、それから使用目的に

合わない場合には契約を解除することもで

きるという話をされてましたよね。あそこ

ちょっと行ってみましたら、２棟はあるか

ら当然契約更新、続いているのだろうと思

いますけれども、それ以外の左側の２棟は

もう既に建物はないのですね。ないという

ことは契約は終わっているのではないのか

と思うのですけれども、それは違うので

しょうか。あるいは、契約は終わってなく

て、建物はないけれども土地はそのまま借

りているということになるのでしょうか。

その辺のところちょっとお聞きしたいので

すけれども。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） ２つの建物ご

ざいますが、現在も契約は継続中でござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長。 

○総務課長（松野 孝君） 申し訳ござい

ません。今の答弁撤回させていただきまし

て、もともとあった２棟については契約を

現在しておりません。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 契約は終わってい

るということですか。 

 とすると、あそこに元所有者というので

しょうか、が見ればどうか分かりません

が、僕ら全くの第三者が見ると、ごみ、廃

棄物にしか過ぎないものが野ざらしになっ

てあるのですけれども、原状回復をすると

いう賃貸契約からいくと原状回復になって

いないのでないかと思うのですよ。なぜそ

うふうに放っておくのかなという気がする

のですが、その辺はどうなのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（松野 孝君） 私も１か月ほ

ど前にたまたまこちらにちょっと仕事、業

務上ちょっと行ったところなのですけれど

も、実際に確かに今田利議員おっしゃると

おり、ごみのようなものが散乱していたと

いうことは見てきたところでございます。 

 今後、なぜそのような状態になったの
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か、現状ではちょっと私把握しておりませ

んので、その辺を調査いたしまして、取扱

いについて今後課内で検討したいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君）  その件について

は、先ほど言ったように、あの地域を、僕

に言わせると景観を守るという点で、廃屋

やごみが散乱される地域ではなくて、きち

んとやっぱり維持管理されている地域にし

たいという思いがありまして、そういう点

からも賃貸契約があって賃貸契約上きちん

と契約が終わっているのであれば、原状回

復きちんとされてなければだめだという思

いがありましたので、それについてちょっ

と調べていただきたいと思います。 

 それで、隣町の例なのですけれども、足

寄町と同じく廃屋を出してはならないとい

うことで、老朽施設の解体に補助金出して

いるのですね。どのぐらいやっているのか

なと思ってちょっと見ましたら、５年間で

すけれども、市街地の一般住宅、旅館など

で５１件、農村地域で２２件、営農施設で

２６件、約４,２００万円の交付額の実績が

あるのだそうですけれども、これらを使っ

て隣町では空き家をどんどん、空き家とい

うか廃屋に近いやつを、使えないやつを解

体していっているということなのだと思う

のですけれども、こういう発想がやっぱり

あの地域にも必要なのかなという思いがあ

るのです。というのは、今賃貸契約あると

言ってましたけれども、賃貸契約があっ

て、あそこの建物、営業やめて建物を解体

する、そして原状回復するというふうにき

れいになっていけばいいですけれども、い

かない場合どうするかというときに、今

言ったこの隣町の制度、足寄の制度を、こ

ういうのがあるのだよということも話をし

ていただいて、使ってもらうと。そして、

可能な限り廃屋は出さない、廃棄物は出さ

ない、ごみは置かないというふうにしてい

ただける必要があるのではないかという思

いがあるのですよね。その辺での認識の一

致というのはどうでしょうか、考え方とい

うのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 解体の補助という

お話ございました。陸別だとかはかなり以

前からそういう補助もしていたりとかして

ました。足寄町でも随分と今までも検討を

進めてきたところであります。 

 現状では住環境・店舗等整備補助金です

か、あの中で解体についても補助を出すと

いうことにしておりまして、限度額が５０

万円ということになっておりますけれど

も、その中できっと解体するのにもっとお

金がかかると思うのですけれども、その中

に一部の補助金として町から支出をすると

いうことになっています。 

 そういう補助金も解体の呼び水と言って

いいかどうか分からないですけれども、そ

ういったものになって、きっかけとして町

からも補助金があるから解体しようという

ようなところに結びついていけばいいのか

なと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ５番。 

○５番（田利正文君） 最後になりますけ

れども、私の私的な経験からの発想ですけ

れども、行政、民間問わず人の集まる組織

というのはそこの組織のトップの方、町で

いえば町長ですよね。町長のものの考え

方、言動によって大きく左右されるのでな

いかという思いがあるのです。なぜそんな

こと言いたいのかというと、結局あの地域

を今後黙って放っておけばですよ、放って

おけば、言葉悪いかもしれません、放って

おけば、廃屋が並ぶかもしれません。そう

しないために、現在利用されている、賃貸

契約されている方ときちんとやっぱり意思

疎通を図る、意見交換をするということを

しながら、そのときに町側の姿勢として町

長がやっぱりあそこは絶対にそういうこと
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にしないと、あくまでも景観は保たれてい

る地域にするのだという強い意志がなけれ

ばだめだと思うのです。それがないと、建

設課長と総務課長と経済課長と、それぞれ

対応が違ったら困るのですよね。町の、町

長の思いのとおりにずっと動いていかない

とだめだという思いがあるものですから、

そういう意味で勝手な思いで言わさせても

らっていますけれども、課長や各課にもそ

ういうふうに町長の意思が伝わるし、それ

から町民の方にも町長の意思が伝わって、

あの地域をやっぱり守っていかないとだめ

だと、きれいにしなければだめだというふ

うになるような取組が必要だと思うのです

よね。そういう思いがあって、最後になり

ますけれども、町長のほうからぜひあそこ

を向こう１０年間見据えて、今なら見えま

すよね。１０年間だったら今あそこ７０代

の方がやってますから。１０年後だったら

どうなるかと分かります、何となくね。だ

から１０年、１５年かけてあそこどうなる

のかということも含めて、行政でどうこう

いじくれというのではなくて、どうするか

という方向だけはきちんと持っていて、そ

してそこに住んでいる方ときちんとやっぱ

り意思疎通を図るということが必要だと思

うのです。そのときに町はこう思ってます

ということをしっかりと伝えることが必要

だと思うのですよね。そういうことをぜひ

町長のほうから最後に見解をお聞きして、

私の質問を終わりたいと思います。よろし

くお願いします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） かつてはやはり足

寄町の西側の玄関口と言われた地域であり

ますから、やはり通行される方はかなり

減ってきたかなとは思いますけれども、そ

れにしても足寄町を通過していくときにあ

そこを通っていく、そういう方たちが多い

のかなというように思っています。 

 もっと言えば、さらに上には足寄の、本

別町になりますけれども、ドライブインの

跡があって、あそこも以前から非常に若干

壊したりとかもしてますから、非常に汚く

見えると。足寄町の中で、足寄町の本当に

あそこもそれこそ玄関口みたいなイメージ

で全然何も知らない人にとってみれば、足

寄町に来たら随分とドライブインが汚く壊

れているだとかという見方がされていると

いうことを言われています。そういったこ

とも含めて考えますと、やはり多くの人た

ちが通るところについて、多くの人が通ら

なくてもですけれども、やはりきちんとき

れいに廃屋がそのままになっているだとか

ということがないような、そういう形に

なっていかなければ、やっぱり町民として

も非常に見苦しいというか、そういったよ

うなことで感じる部分もありますし、当然

知らない人たちが見ていけば、足寄町って

あんな町なのかなというように見られると

いうところもありますので、そういった意

味では、やはりきれいにしていかなければ

ならないという考え方は持っております。 

 ただ、それぞれ個人の財産ということに

なりますので、町の思いとしてそういう思

いはあったにしても、いろいろとお話しし

ていく中でなかなか解体できないでという

ことで残る可能性も当然のことながらある

わけであります。そういったときに、町と

しての補助だとか、そういったものも活用

していただきながら解体していただくとい

う、そういったことで進めていければなと

いうように思っています。 

 あそこの場所に限らずどこの場所につい

ても、やはりなるべく廃屋残ると危険な部

分、火事だとか、それから防犯だとか、い

ろいろな部分で問題になる、その後問題に

なってくることが出てきますので、なるべ

く廃屋はなくしたいなと考えているところ

であります。 

 なかなか個人の財産ということもあっ

て、個人との話の中で、また個人の方がな

かなか解体していただけないということ

も、もしかしたらあるかもしれませんけれ
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ども、なるだけまちの中、きれいにできれ

ばという考え方は町長である僕だけではな

くて町民の方たちも皆さんそう思ってい

らっしゃるのではないかなと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 これにて、５番田利正文君の一般質問を

終えます。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

 １５分、１１時１５分まで休憩といたし

ます。 

午前１１時０３分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 次に、１１番木村明雄君。 

（１１番木村明雄君 登壇） 

○１１番（木村明雄君） それでは、議長

のお許しを頂きましたので、我が町の浴場

施設について一般質問をいたします。 

 私は今回で４度目の浴場問題一般質問に

なります。 

 本年８月１１日に１回目の全員協議会が

開催され、町長から今回の浴場施設につい

ての説明があり、それを踏まえて９月定例

会では二川議員から一般質問がされまし

た。 

 続いて、さきの１１月２４日には全員協

議会が開催され、基本設計の進捗中におけ

る浴場の最新の情報、図面等が示されまし

た。その場において複数の議員から建物・

運営について様々な提言がありました。そ

れらに関しての意見反映、フィードバック

がされたかどうか。これについては、今定

例会で実施設計予算が計上予定となってお

りますので、その審議について各議員から

それぞれ質疑していただくとして、私から

は浴場の建物、ハード部分を中心に施設規

模、整備計画のあらまし、全体の事業費等

についてお伺いをいたします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 木村議員の我が町

の浴場施設についての一般質問にお答えし

ます。 

 今回の御質問に対するお答えは、現時点

での予定であり、今後基本設計に基づき行

う実施設計における検討によって変更とな

る可能性がありますこと、また、これまで

の一般質問に対するお答えや全員協議会で

御説明した内容と重複する事項があります

ことをあらかじめ御承知おきください。 

 御質問の浴場施設の規模、整備計画のあ

らまし、全体事業費等についてですが、施

設規模につきましては、建設予定地を西町

２丁目、総合体育館東側の隣接地とし、面

積は４筆合わせて１,１４７平方メートル、

施設は鉄筋コンクリート造り、地下１階、

地上１階、延べ床面積は地下の機械室を含

め約３７５平方メートル、男女双方に同規

模の源泉掛け流し浴槽、沸かし湯浴槽、サ

ウナ、水風呂、洗い場、脱衣室のほか、休

憩コーナーや自動販売機などを設置する予

定です。 

 次に、整備計画につきましては、本定例

会に提案をいたしました土地購入費及び実

施設計業務委託料の補正予算をお認めいた

だきましたら、年度内に土地の取得を完了

させるとともに実施設計を行い、詳細な図

面を作成の上、施工に向けて工事費の具体

的な積算を行います。 

 その後、新年度予算に建設工事費用等を

計上させていただき、令和４年６月頃着

手、１２月頃完成を目途とし、遅くとも令

和５年３月までには供用を開始したいと考

えております。また、駐車場の整備など外

構工事は令和５年度に実施する予定です。 

 次に、全体事業費等につきましては、概

算ですが、土地購入費約９５０万円、設

計・監理費約１,２５０万円、施設建設費約

２億１,２００万円、そのほか泉源井戸改修

工事費、外構工事費、備品購入費など附帯

事業費約７,３００万円、総事業費は約３億

７００万円を見込んでおり、財源は主に過
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疎対策事業債を活用し、起債対象外事業費

には公共施設等建設基金を充てる予定で

す。 

 また、利用料金、営業時間や定休日等に

つきましては、一例として前回の全員協議

会でお示しをしましたが、施設の運営形態

や方法を含め、同規模施設を運営する自治

体の例を参考に検討を進めてまいりたいと

考えております。 

 今後、町民の皆様へは足寄町公式ホーム

ページや広報あしょろを通じて、本事業の

計画概要をお知らせし、御意見等お寄せい

ただく機会を設ける予定です。 

 なお、１１月２４日開催の全員協議会で

お示しした平面図は、頂いた御意見・御要

望を踏まえ、一部を修正いたしましたので

御報告いたします。 

 終わりに、浴場は住民の日常生活に欠く

ことのできない施設でありますとともに、

住民の健康増進に重要な役割を担うほか、

特に高齢者にとっては交流や憩いの場とし

ても重要な施設であると考えておりますの

で、町が温泉浴場施設を整備することにつ

いて、議員各位の御理解と御協力を賜りま

すようお願いを申し上げ、木村議員の一般

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田敏男君）  再質問を許しま

す。 

 １１番。 

○１１番（木村明雄君） それでは再質問

をいたします。 

 通告のとおり、私は今回で４度目の浴場

問題質問になります。 

 今までの私自身の質問を振り返り考え、

この質問をするべきか、またはしないほう

がよいものか、大変悩みました。しかし、

住民の皆さんに少しでも早く理解を頂きな

がら、この新しい計画が、浴場計画が順調

に進んでいってほしいものと願いながら、

本来新型コロナの影響がなければ町政懇談

会報告、または議会報告会等において、町

内住民皆様に詳細な説明がされ、周知がさ

れたものと考えます。それがかなわない今

日、あえて浴場施設について確認の意味に

おいても、質問をさせていただきます。 

 １回目の質問は、安久津町長の頃、平成

２９年１０月でした。３０年続いた足寄温

泉の廃業に伴い、町なかに浴場施設がない

状況が続き、若者やお年寄りの入浴施設の

ない方々が困難を極めるとのことで急遽高

齢者複合施設むすびれっじの浴場を開放し

使用してきました。これはあくまでもむす

びれっじの浴場であり、浴槽も小さく目的

外使用であり、やがて無理が生じるおそれ

があると懸念をしてきたところでありま

す。 

 ２回目の質問は、令和元年渡辺新町長が

誕生し、浴場についてとむすびれっじの浴

場使用状況について質問をいたしました。

使用状況は一日平均十四、五名程度の利用

があり、平成３１年３月末では延べ数５,５

７０名の利用者があったと報告がありま

す。 

 一方、議会側も公衆浴場施設に関し、井

脇委員長を中心に調査特別委員会を設置

し、１２月から１月にかけ長時間にわたり

５回の慎重審議の委員会が開催されまし

た。結果は、現在大変必要な浴場ではある

が、予算、経済状況の関係もある。そんな

わけで苦渋の選択の中、慎重な報告になっ

たわけであります。浴場に関して、委員皆

さんも何とかしなければと考えていたので

はないかと考えます。それは、一人も反対

委員はおりませんでした。 

 ３回目の質問は、令和２年３月昨年であ

ります。近年国道２４１号線沿い、音更

町、士幌町、上士幌町、この３町が道の駅

新設に大きく力を入れている中、我が町道

の駅は平成３年に建設され、３０年の歳月

が経過し、相応に古くなっております。十

勝総合振興局の調べでは、足寄町に訪れた

観光客数、平成３０年度は４８万８,０００

人の報告があり、私は我が町足寄町の道の

駅に温泉をつくり、他町とは違った差別化
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を図る道の駅にしてはどうかと、そんな質

問もいたしました。 

 このような私の考えに賛同する３名の有

志が現れ、４名で管内外へ出向き、温泉浴

場施設の現地調査もいたしました。 

 ただいま、町長のほうから答弁を頂き、

全員協議会から提言された数多くの意見が

大きく反映されたものと考えております。 

 ここで私も感じていることを質問したい

と思います。 

 近年サウナブームになり、近頃は様々な

地域で頻繁にサウナ施設がテレビに取り上

げられております。現在計画されている浴

場もサウナがあり、水風呂もあります。し

かし、サウナに入りほてった体を外気の風

に吹かれ涼ませる場所がなければ、それが

あればよいのですが、計画では露天風呂は

なさそうです。そこで、できることなら中

庭の利活用はできないものなのか、その辺

についてもお伺いをしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） サウナの件につい

てお答えをさせていただきます。 

 今、木村議員からお話あったように、現

在サウナブームということで非常にサウナ

に関するテレビだとか、それからいろいろ

雑誌だとか、そういったものでも取扱いさ

れている、そういったものが多いかなと感

じているところでございます。 

 足寄町においても、そういうこともあ

り、本当に小さなものではありますけれど

も、サウナもお風呂の中に設けようという

ことで、今回の計画の中には入っていると

ころでございます。 

 サウナと水風呂というようなことで、施

設の大きさだとかそういったものも含めて

考えていきますときに、なかなか大きなも

のをつくる予定はしてございません。そう

いったことで、中庭の部分というのも若干

つくってありますが、そこに言ってみれば

露天風呂に代わるようなものというような

ものは今のところ検討はしておりません。 

 なかなか中庭自体もそんなに大きなもの

でございませんし、前にも申し上げました

ように、周り全部壁で囲むという、そうい

う造りというのもなかなか少し開放感みた

いなものがあってもいいのではないかとい

うようなことで、中庭も設けさせていただ

いておりますけれども、そこのところに露

天風呂的なものというような部分は非常に

場所も狭いですし、そういったことで考え

ていきますと、なかなか難しいのかなと考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） １１番。 

○１１番（木村明雄君） この中庭はこれ

はちょっともったいなという気がいたしま

す。そして、この中庭、きっと出入りでき

るのかできないのか、その辺についてどう

いう中庭なのか、その辺についてもちょっ

とお伺いをしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほども申し上げ

ましたけれども、中庭についてはお風呂が

全部壁で仕切られているというよりは少し

開放感もということも考えて、光を取る程

度のものと考えているところであります。

ですので、そのところを使って露天風呂を

設けるだとかというような形にはなかなか

やっぱりなっていかないかなというように

考えているところであります。 

 当然、そこにもお風呂をつくれるという

ことになりますと、浴槽があったり、そし

てお湯がそこで、当然そこにもお湯を引か

なければならないだとかということになり

ますし、やっぱり経費的にもそこのところ

も含めてやっぱり維持管理もしていかなけ

ればならないというようなことであります

ので、なかなかそこまで露天風呂だとかと

いったところにはなかなか難しいのかなと

考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） １１番。 

○１１番（木村明雄君） これについては
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そうすると、人形ケースみたいなもので、

出入りはできないものなのか、その辺はど

うなのか、どういうふうに計画をしていた

のか、その辺ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほども申し上げ

ましたように、明かり取りというか光を取

るというところでございまして、出入りは

できるような形にはなってございません。

ですので、そこのところだけは本当に、

言ってみれば外になるという形になるのか

なというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） １１番。 

○１１番（木村明雄君） 私にすれば、や

はりサウナがあり、そしてまた水風呂もあ

る。そうすれば、やはり露天風呂がないに

としても、そこでやはり外の風に当たりな

がら涼むところがあればなと、そんなふう

に考えたところでございます。 

 これが出入りができない、これはただの

憩いの、何というか、そういう自然を楽し

む、そういう形の中での中庭だということ

であれば、少し残念だなという気がいたし

ます。 

 それでは、２つ目の質問をいたします。 

 計画では、浴場の完成は再来年、もう既

にあと何日かでこれがもう年を越すわけな

のだけれども、そこでむすびれっじの利用

者、そしてまた町内住民の皆さん、また隣

町では浴場営業休止とも聞いております。

この浴場建設が順調に進んでいくとするな

らば、待ちに待った浴場施設であります。

これ一日も早く、来年の夏もしくは秋口ぐ

らいに完成をしたいものだなと、そう願う

ところでありますけれども、これについて

ちょっとお伺いをしたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 先ほどもお話しし

ましたように、令和５年の３月ぐらいまで

には供用開始をしたいなというように考え

ております。やはり建設するだけにも一定

の工事期間かかりますし、それからそこで

維持管理をしていくための、そこで仕事を

していただく方たちのトレーニングという

か、練習等も当然必要になってきますし、

そういった時間を一定程度取りながら、な

るだけ早い時期にオープンができればと考

えているところでございまして、今後の建

設の状況だとか、そういったものを踏まえ

ながら、できる限り早い段階でオープンで

きるような形を取っていきたいなと考えて

いるところでございます。 

 待ちに待ってという方たちも多くいらっ

しゃるかもしれませんが、そこはやっぱり

ある程度お客様としてお迎えできるそうい

う体制がやっぱり整わないとオープンでき

ないなというように考えておりますので、

御理解いただければというように思ってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） １１番。 

○１１番（木村明雄君）  これについて

は、きゅうきゅうでもあるかもしれないで

すけれどもね、皆さんも待ちに待った浴場

だということで一日も早くこれが完成して

進んでほしいものだと、そう願うところで

あります。 

 それでは次の質問をいたします。 

 これは渡辺町長のリーフレットの中で、

これは選挙公約なわけなのだけれども、温

泉源を活用した町民浴場建設に向け努力い

たしますとありました。現在まさに町長の

思いが大きく進もうとしております。これ

らの思いが、これから先に向けて町長の思

いというか、これについてお伺いをしなが

ら終わりたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今、選挙のときの

リーフレットなども見ていただいているの

かなというふうに思いますけれども、なか

なか今までの経過も含めて考えていきます

と、先ほど木村議員さんも今までの一般質
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問の経過などもお話しされておりましたけ

れども、なかなか足寄町からお風呂がなく

なった後、お風呂が、公衆浴場というか、

そういったものがないという状況が続いて

おりました。今も続いているわけですけれ

ども、そういった中で、なかなかお風呂を

経営するというのは非常に難しい状況なの

だろうというように思っています。議会の

皆さん方からも心配していただいているよ

うに、非常に建てるのにもお金がかかりま

すし、それから運営にもお金がかかります

し、それからその建物を維持管理していく

と、それから一定の期間には補修等いろい

ろと必要になる経費がかかるというような

こともあって、やはりいろいろと御心配い

ただいてきたのかなというように思ってい

ます。 

 そういうことで、できる限りコストを抑

えながらお風呂を建て、そして維持管理に

ついてもできる限り運営費にお金をかけな

いようにというように考えてはおりますけ

れども、やっぱりまずはやってみないと分

からない部分もいっぱいあるのかなと感じ

ているところであります。そういったとこ

ろで、これから建てるところまでは一定程

度できると思いますけれども、あと、建て

た後どう運営していくのか、そして町民の

皆さん方にどう来ていただいて、お風呂を

楽しんでいただけるのかと、そういったと

ころがやっぱり一番難しいところになって

くるのだろうなと考えているところであり

ます。 

 そういった意味で、まだ実際のところは

今実施設計の予算だとか、土地の購入の予

算だとか、それから新年度に行けば建設費

だとかそういった部分の予算もまだまだ

通っていない、まだまだ議員の皆さんと議

論していく中でではありますけれども、町

民の皆さんが全ての人ではないかもしれま

せんけれども、待っていらっしゃる方たち

も多くいらっしゃるということであります

ので、皆さん方の議会の御理解も頂きなが

ら、町民の皆さんからも意見頂きながら、

お風呂の整備を進めていければなと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） １１番。 

○１１番（木村明雄君） 町長の様々な考

えもお伺いいたしましたので、これで私の

質問を終わらせていただきたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） これにて、１１番

木村明雄君の一般質問を終えます。 

 次に、３番進藤晴子君。 

（３番進藤晴子君 登壇） 

○３番（進藤晴子君） 議長よりお許しを

頂きましたので、一般質問のほう、通告書

に従い一般質問をさせていただきます。 

 質問事項、自治体におけるＬＧＢＴ（性

的マイノリティー）支援について。 

 昨今、ＬＧＢＴ（性的マイノリティー）

を支援する動きが日本国内で活発になって

きております。Ｌ（レズビアン）は女性の

同性愛者、Ｇ（ゲイ）は男性の同性愛者、

Ｂ（バイセクシャル）は両性愛者、Ｔ（ト

ランスジェンダー）は心の性と体の性の不

一致、その他、性的指向や性自認が定まっ

ていない、当てはまらないＱ（クエスチョ

ニング）など、ＬＧＢＴの分類に収まらな

い類型もあるようです。ＬＧＢＴの全国に

おける人口規模は約８％（企業調べ）であ

り、潜在的には１０％に達するとも言われ

ています。 

 ２０１４年７月国連人権委員会は日本に

対し、ＬＧＢＴの人々に対する啓発活動に

強化、差別・偏見等の防止措置、自治体レ

ベルでの同性カップルに対する公営住宅の

入居要件の緩和等について勧告を出し、世

界的にも日本国内の自治体によるＬＧＢＴ

支援の取組が求められているところです。 

 国内では、２０１５年の東京渋谷区、世

田谷区で同性パートナーシップ制度が始ま

り、道内では２０１７年に札幌市、２０２

０年に北見市が開始し、２０２２年４月に
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は函館市が導入予定です。 

 しかし、こうした支援の輪が広がりを見

せても、まだまだＬＧＢＴという言葉自体

身近に感じられず、当事者の生きづらさを

理解しようとする人はどれほどいるのか疑

問です。人々の多様性への理解を町民皆で

共有し、ＬＧＢＴ（性的マイノリティー）

の方々を守っていくために、足寄町として

の基本的な考え方、そして、どのように取

り組んでいくのか、以下の点について伺い

ます。 

 １、ＬＧＢＴ当事者もしくは御家族から

相談を受けたことがあるか。 

 総合支援相談室・教育委員会・国保病

院・福祉施設・障害者施設において。 

 ２、ＬＧＢＴ支援を検討もしくは実行し

ていることはあるか。 

 ３、同性パートナーシップ、またファミ

リーシップの導入についての考え。 

 ４、学校教育の中で、ＬＧＢＴについて

触れることはあるか。 

 ５、ＬＧＢＴフレンドリーという考え方

をどう思うか。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 進藤議員の自治体

におけるＬＧＢＴ（性的マイノリティー）

支援についての一般質問にお答えします。 

 １点目の当事者もしくは御家族からの相

談についての御質問ですが、福祉課総合支

援相談室、教育委員会、国保病院におい

て、町民から相談を受けた実績はなく、ま

た、福祉施設や障害者施設における相談対

応については町では把握しておりません

が、福祉サービス利用においてＬＧＢＴに

関する課題や情報等が寄せられた案件はあ

りません。 

 ２点目のＬＧＢＴ支援の検討もしくは実

行につきましては、現在のところ特に検討

や取組を行っている内容はありません。 

 ３点目の同性パートナーシップ、ファミ

リーシップの導入についてですが、既に取

り組まれている自治体においては、男女共

同参画社会の理念に基づいて、地域住民一

人一人の個性や多様な生き方を尊重し、多

様な性を認め合える社会を醸成していくた

めの施策の一つとして導入をしています。 

 法的な権利・義務関係に影響を及ぼすも

のではありませんが、自治体が同性パート

ナー双方から申請書を受理し、公的にパー

トナーであることや、あるいはどちらかに

子供がいればファミリーであることを証明

することで、公営住宅入居や保育所入園申

請など、その自治体が定めた行政サービス

利用時に夫婦等と同様の待遇を受けること

ができる仕組みとなっています。 

 本町は、障害者や認知症の方などが安心

して暮らせる地域共生社会を目指して取り

組んでいるところであり、ＬＧＢＴの方も

含め、誰もが多様な生き方を選択でき、自

分らしく生きられる社会の実現が必要であ

ると考えております。 

 今後は広報あしょろ等を活用して多様な

生き方や人権尊重についての啓発を行って

町民の理解の醸成を図るとともに、パート

ナーシップやファミリーシップ制度につい

て調査・研究していきたいと考えておりま

す。 

 ５点目のＬＧＢＴフレンドリーという考

え方についてですが、ＬＧＢＴフレンド

リーはＬＧＢＴの方に対して偏見なく平等

に接する、協力的であるということで、お

互いの個性や多様性を認め合い、誰もが自

分らしく暮らすことができるためには大切

な考え方であると捉えています。 

 本町においては、現段階で具体的な対応

についての検討はしていませんが、今後、

可能な支援策の研究を進めてまいりたいと

考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願いを申し上げ、進藤議員の一般質問

に対する答弁とさせていただきます。 

 なお、４点目の教育関係に関する御質問

につきましては、教育委員会教育長から答

弁させていただきます。 
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○議長（吉田敏男君）  教育委員会教育

長、答弁。 

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 教育

委員会から、進藤議員の自治体におけるＬ

ＧＢＴ（性的マイノリティー）支援につい

ての一般質問にお答えします。 

 ４点目の学校教育の中で、ＬＧＢＴにつ

いて触れることはあるかについてですが、

小学校においては、ＬＧＢＴに特化した学

習ではなく、道徳や性教育の中で、思いや

り、性の多様性・個人による違いについて

触れています。中学校においては、社会科

公民の中で、人権「性の多様性への理解」

として、同性愛についての内容に触れてお

り、保健体育の中ではＬＧＢＴに関する研

修・講演を行う活動をしている方が紹介さ

れているほか、２年生の国語科や道徳の中

で取り上げられています。 

 以上、進藤議員の一般質問に対する答弁

とさせていただきます。 

○議長（吉田敏男君） 若干時間が早いの

ですけれども、昼食のため１時まで休憩と

いたします。 

午前１１時５２分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 再質問から始めます。 

 ３番。 

○３番（進藤晴子君） まずは再質問の前

に一つお話ししたいことがございます。 

 今年夏の東京五輪です。五輪の東京オリ

ンピックの３つのコンセプト、一つ、全員

が自己ベスト、二つ、多様性と調和、そし

て三つ目に未来への継承とありました。記

憶に新しいところでございます。そのとき

に、町民の方とオリンピックを見ながら、

少し会話する場面がありました。その中

で、もう４０代のお子さんもいる、結婚さ

れてお仕事されているお父さんとお話をし

たときに、その方は関東近辺でしばらく長

い間お仕事されていたみたいで、そのとき

のことをおっしゃっていまして、周りに

いっぱい性的マイノリティーの方がいた

と。友達だし一緒の同僚で一緒に仕事をし

ていて、だから僕は普通なんだよと。普

通って何だろうって思ったのですけれど

も、今思い越して見れば、最後にありまし

たフレンドリーですね。そういう感覚をお

持ちの方でした。お持ちの方です。それを

自分の子供がもしどういうふうに成長する

か分からないけれども、僕は認めるし、親

だし、アシストしていこうと思うし、大丈

夫なんだけれども、だからその旨を子供に

伝えていこうと思っている。だけれども、

その方は足寄町で生まれて育った方です。

足寄町はどうなんだろうねって言われたと

きに、私は外から入ってきた者ですから、

足寄町に大変、差別を受けたこともござい

ませんし、大変よくしていただいているの

で受入れは大変よいというふうに私は認識

しております。ですが、その方が言うに

は、そうでもないかもよ、だからそれが心

配なんだと。まずはそこが始まりでした、

私の今回の一般質問。それを一応踏まえて

おいて、再質問に行きたいと思います。 

 まず１点目です。 

 この中で、答弁書の中に、福祉施設や障

害者施設における相談対応については町で

は把握しておりませんということですが、

これは電話でも何かなかったかいというこ

とでお電話で確認とかもしてないのでしょ

うか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらにつき

ましては、いろいろプライバシーとかもご

ざいますので、施設のほうには確認してお

りません。ただ、福祉サービスといいます

か、何か課題がある場合については福祉課

のほうに御相談なりがあると思っておりま

すので、個人的な相談ですとか、そういう

ものについてはあったかどうかという確認

はしておりません。 

 以上でございます。 
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○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。何

かあったら連絡をしてほしいというふうに

なっているということですね。分かりまし

た。 

 あともう一つです。 

 今回は相談という形で御質問させていた

だきましたが、これは国保病院さんです。

性同一性障害の疑い、まだ診断が下る前で

すね、の方の受診があったかどうか、もし

分かっていたら教えてください。 

○議長（吉田敏男君）  病院事務長、答

弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

ただいまの御質問にお答えいたします。 

 この一般質問が出たときに、当院の院長

先生のほうに確認をしておりますが、そう

いった事例はございませんということでご

ざいました。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 ではもう一つ、事務長にお伺いします。 

 もし自分がそうじゃないかなと、もちろ

んいろいろな情報は皆さん持っているわけ

でして、若い方であれどもそれなりの情報

を持っているので、性同一性障害なのか

なって、自分でそっちの道を行きたいのか

なと思ったときに、どこに相談をすればよ

ろしいと思いますか。これは一応病名がつ

くわけですので、私は病院関係を探すと思

うのですけれどもいかがでしょう。 

○議長（吉田敏男君）  病院事務長、答

弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

お答えさせていただきます。 

 そういった方が当院のほうにいらっしゃ

れば、まずは受診される方については当院

でまずは受診していただくということが日

本の医療制度の中でそういう仕組みになっ

てございますので、まずはお医者さんがそ

の話を聞いて、適切な医療機関に御紹介を

させていただくといった形になるのかなと

いうふうに私は個人的には思っています。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 病院同士の連携と

いうのはそういう性的マイノリティーの方

たちに対して、地域の病院にこういうよう

な患者さんがいらっしゃったらば御紹介く

ださい、いろいろな病院で帯広の病院と

か、いろいろ来ますよね。こういう先生が

今回専門医が来たので、こういう症例が

あったら御紹介くださいとか、そういうよ

うな話が病院の中ではいろいろあって、な

ぜかといいますと、先生たちも専門医はい

ろいろと変わるものですから、特に帯広の

場合は。短期間でどんどん変わっていくの

で、常にそういう情報が各、うちの医院に

も来ます。来ると思うのですが、そういう

ことはありませんか。 

○議長（吉田敏男君）  病院事務長、答

弁。 

○国民健康保険病院事務長（川島英明君） 

私の知る限りでは、そういった御相談だと

か、そういった方の連携だとか、そういっ

たことは耳に挟んでおりません。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。な

いということですね。 

 なぜこの性同一性障害のことを今取り上

げたかと申しますと、これは一応ＬＧＢＴ

の中ではトランスジェンダーの中に入って

おります。ＷＨＯが、ちょっと大きくなっ

て申し訳ないのですが、ＷＨＯが今回、何

年でしょう、つい最近です。もともと今で

も日本はそうなのですが、精神障害の部類

に入っているということなのです。私も今

回よく知りましたが、精神障害ということ

は、あなたはこれを性同一性障害と診断を

下されると、精神疾患だと。精神病だとい

うふうに診断を下されると一緒でございま

す。今日本はそうだということです。そし
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て、それはだめだと、ＷＨＯが勧告を出し

ております。精神疾患の分類から外れ、性

の健康に関する状態という分類の中の性別

不合に値するということで、２０２２年の

来年の１月１日から効力を発揮いたしま

す。これは大変画期的でございまして、こ

れはやはり日本もどんどんこれから変わっ

ていくのだろうと。これも私今回の一般質

問した原因なのですけれども。 

 なぜだめなのかと、精神疾患ではだめな

のかといいますと、まず日本の場合は６項

目あります。性を変える、戸籍上の男が女

に、女が男に変わる場合には６つの項目を

クリアしなくてはいけないと。大変シビア

なクリアの項目でして、２人以上の専門医

による診断。二十歳以上であること。現在

婚姻してないこと。４つ目は現に未成年の

子供がいないこと。成人した子供はオー

ケーらしいです。あと５番目、生殖腺がな

い、または生殖腺の機能を永続的に欠く状

態。これは手術を受けるということでござ

います。そして、６番目、他の性別の性器

の部分に近似する外観を備えている。男に

なりたいと思ったら男性器をつくらなけれ

ばいけないというようなことでございま

す。これを本人が認めていれば、もちろん

それはスムーズにいくと思いますが、この

境目の方たちがいることがやはり問題では

ないかと思うのですよね。私は、私でいえ

ば男になりたい、だけれども、体にメスを

入れたくないという人もやはりいると思い

ます。心の中の問題で、という人たちが、

これではどうしても救い切れない。今後ど

ういうふうに変わっていくのかというとこ

ろが問題なのですけれども、ＷＨＯは性別

不合に変更されるということに引き続き、

障害と分類されなくても、今はこの病名を

診断されないとそういう手術も受けられな

いということになっておりますが、そうい

うふうにならなくても当事者が望めばそう

いう手術を受けられる、医療的ケアが受け

られる状態にしてほしいということで、全

国に、世界各国に流しておりました。非常

に画期的なことで、今後どういうふうに日

本が変えていくのか見ていきたいなと私は

思っておりますので、今回性同一性障害の

ことをちょっと聞いてみました。ありがと

うございます。 

 では、この相談を受けたことがあるか、

ないということに関しまして、町長にお伺

いします。 

 足寄町にこのマイノリティーの、性的マ

イノリティー、ＬＧＢＴの方はいると思い

ますか、いないと思いますか。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 非常に難しい問題

かなと思っています。 

 僕自身でいけば、僕の周りにはそういう

方はいらっしゃらないのかなというように

思っていますが、足寄町内にいるかいない

かということでいくと、一定の割合なども

あって、そういう方たちがいるということ

になっていますので、そうすると今６,５０

０人ぐらいの町民がいますけれども、一定

の割合でもしかするといるということであ

れば、もしかしたら６,５００人ぐらいの町

民の中にそういう方がいらっしゃるかもし

れないなというようには思います。 

 ただ、先ほども言いましたように、自分

の周りにそういう方たちがいないと思って

いますので、自分ではですね、そう思って

いますので、狭い範囲の中で自分の知って

いる範囲の中ではいらっしゃらないのかな

というように思っているところでありま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。大

変素直に答えていただいてありがとうござ

います。本当にそうだと思います。私もそ

うでした。 

 では、２番目の質問のほうに移ります。 

 町の基本方針としては、ここに答弁書の

ほうに書かれてあるＬＧＢＴの方も含め、
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誰もが多様な生き方を選択でき、自分らし

く生きられる社会の実現が必要であると考

えている。これに尽きると私も思います。

そこを少し深くお聞きしたいと思います

が、まず、今後これからいろいろなことで

取り組んでいきたいというふうに書いてあ

るので、本当にそうしていただきたいので

すが、どのくらい必要性、この性的マイノ

リティーの人たちの支援が必要なのかと、

どう感じるかによって取組方、取組スピー

ド、優先順位ですね、行政としての、変

わってくると思うのですが、このＬＧＢＴ

の人たちがどういうことが生きづらいと

思っているのか、その辺も少しお聞きした

いと思います。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ＬＧＢＴの方

が日常的に暮らしていかれる上では、例え

ばトイレが男女別ですとか、いろいろなも

のに書類に性別を書くとか、更衣室が男女

とか、いろいろ男女別になっているとか、

あと例えば女性の部屋とか男性の部屋と

か、そういうような感じでいろいろ日常的

な部分で不便に思っていらっしゃる方もい

ると思いますし、あとは制度的なものでい

けば、よく言われるのは例えばさっき言っ

ていた、例えばパートナーになれば夫婦で

はないけれども夫婦と同様の対応がしても

らえるとかというのであれば、例えば福利

厚生ですとか、大きな話でいくと、例えば

相続ですとか、いろいろな法的な社会的な

課題があるのかなというふうに思っていま

す。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） そうですね。 

 もし自分が同性のパートナーと結婚をし

たい、一緒に暮らしたいと思って足寄に来

たときに、ではどうするのだろうと思った

ときに、やはり住宅の問題、住むところで

すね。住むところはまず借りれない。民間

のアパートでも多分そこにネックがあると

思います。いろいろ調べていくうちに、

ちょっと困ると言われる人もいるみたいで

す。あと、よく言われるのは医療機関で最

期のときをみとるときに、配偶者でなかっ

たり、戸籍上の配偶者でなければ入れられ

ないとか、あと手術のときに手術の説明を

受けたときに署名ができないとか、いろい

ろなもので、これは今に始まったことでは

なくて、もう４０年前、私が新人で看護師

になったときもいろいろありました。こう

いうことでなくても、今でこそ籍を入れな

いで内縁の配偶者ということで、ある程度

認められる部分ありますけれども、当時は

全くだめで、当然奥さんだと思って来てい

て、手術をして、大変な手術でやっと退院

できるとなったときにそれが分かって、私

たち看護師は本当にお医者さんに怒られま

した。知っててなぜ隠していたと。それは

どうだろうなと、そのときも私は不思議に

思っていました。それってどうなのだろ

うって。戸籍が何なのだろうというのは私

は個人的に思った記憶がございます。そう

いう生きづらさですね。 

 あとは、今大分変わってきましたが、履

歴書で男と女のところがなくなってきたと

いうことがございますし、いろいろ変わっ

てはきてますが、災害のときですね。災害

のときに区割りをします、家族で多分する

と思うのです。そのときに、家族と認めら

れないということもあったらしいですし、

あと災害時のパートナーを探すとき教えて

くれない、個人情報保護でということも

あったそうです。 

 あと、先ほど福祉施設やそういうとこ

ろ、あと避難施設でのお風呂に入ったり、

何かケアを受けるときに男女別である、全

て、ということもありました。もちろんト

イレもそうです。 

 こういうような本当に生きづらいという

ところがありとあらゆるところに、男と女

しか生きててはいけないんだみたいな、そ

ういうような今の状態であれば、そうらし
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いです。 

 タイなどはそういうのが発達していて、

子供たちの学校でも本当にマイノリティー

の子たちも同じような施設がつくられてい

るというふうに聞いております。やはり少

しずつ変えていかなくてはならないのだろ

うなと思った次第です。 

 通告書でも述べましたように、人権委員

会のほうがＬＧＢＴを差別を禁止するよう

日本に勧告を出したということで、ちょっ

と遡って調べてみました。国内でも、もう

多分これれは皆さん記憶にあるかと思うの

ですが、平成９年、公共団体が管理する宿

泊施設におきまして、同性愛者の団体が宿

泊を拒否されたというところで、平成９年

東京裁判所のほうが判決を出しておりま

す。ちょっとすみません、読ませていただ

きますと、公共団体が管理する宿泊施設に

おいて、同性愛者の団体が宿泊利用拒否さ

れた件について。東京裁判所の判決では、

「行政当局としては、その職務を行うにつ

いて少数者である同性愛者も視野に入れた

きめ細やかな配慮が必要であり、同性愛者

の権利、利益を十分に擁護することが要請

されるべきものであり、無関心であったり

知識がないということは、公権力の行使に

当たるものとして、これは許されない。」

これは私たちのほうも言えると思うのです

ね、地域の、やっぱり自治体、行政はやは

り知らなかったでは済まされないというこ

とになってしまうわけですね、というふう

に私は捉えました。町長どう思いますか。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） いろいろとお話い

ただきましたけれども、やはり今の足寄町

も含めて、まだまだ十分にこのＬＧＢＴに

ついての理解だとかというのはやっぱり進

んでいないのかなというように思っていま

す。 

 そういったところで、いろいろな申請だ

とかがあったときに、そのことが障害に

なって拒否されたりだとかするということ

が、やっぱりあったのではないのかなとい

うように思っています。ですから、そう

いったことを考えますと、まずはやはりＬ

ＧＢＴに対する理解をやっぱりきちんと深

めていただいて、深めていただいてという

のは自分たちも含めてですけれども、深め

ながら、その理解をきちんとしていかなけ

ればならないというのがまずは大前提かな

というように思っています。 

 そういった中で、いろいろなことについ

て理解が深まることによっていろいろな相

談もしやすくなってきますし、そういった

ことで全く何も理解のないところで相談す

るというのは非常に大変なことかなと思い

ますけれども、理解が深まる、社会的にそ

ういうことが普通に当たり前になってくれ

ば相談も含めて、相談をしなくてもよくな

るのかもしれませんけれども、そういった

ことの中で十分、自分だけで抱えてないで

ほかの人たちにも話ができる、それが普通

なことになってくれば、そういったことは

だんだん起きなくなってくるのではないか

なというように考えます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ちょっとここで若

干休憩を取ります。すみません。 

午後 １時１９分 休憩 

午後 １時５１分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 進藤議員の再質問からお願いをいたしま

す。 

 ３番。 

○３番（進藤晴子君） 再質問のほうを進

めさせていただきます。 

 今、ＬＧＢＴ支援の必要性をどのように

行政が捉えてらっしゃるかということでお

話をしていたところでした。 

 それで、これから研究、検討、パート

ナーシップやファミリーシップもそうです

けれども、次の質問事項もそうですけれど

も、これから検討されていくということで
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したが、現在、今すぐ取り組めること、こ

れから検討して考えていくこと、ちょっと

分けて考えたいと思うのですが、今すぐも

し取り組める、援助ができるというような

項目何かございましたら教えてください。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君）  お答えいたしま

す。 

 現状の中で、今までもお話ししてました

ように、相談だとかそういったものも今の

ところはなく、そういった意味では課題だ

とか、足寄町におけるＬＧＢＴに対する課

題だとか、そういったものというのはまだ

具体的に見えてきてないという部分があり

ますので、先ほども言いましたようにやは

り足寄町の中で、ではどれだけこのＬＧＢ

Ｔについての理解が深まっているのかとい

うと、先ほども言ったように僕自身もそん

なに理解はしているというようなところで

はありませんので、そういうやはり啓発で

すとか、そういったものをもっとしっかり

と取り組める、すぐに取り組めるとすれ

ば、そういったところから取り組んでいく

ことが必要なのかなと考えているところで

あります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 私もこの一般質問に当たり、本来はあと

何年か後、いつか議員でもしいたらやりた

いなと思っていた項目でございます。それ

で今回は先ほどそういう町民の声があった

ので取り上げましたが、なかなか自分自身

もそうですし、勉強していかないと分から

ない部分、まずあります。なので、やはり

必要なのは、今、町長がおっしゃられたよ

うに、町民に対する普及活動、調べると、

北海道、道からも出ております。こういう

小さいパンフレットとか、いろいろなこ

と、人権問題のほうのパンフレットとかも

出ておりますので、もし役場のほうに少し

置いていただいて、ちょっとこの間見てま

いりましたら、人権に関してはコロナの人

権対策と二通りぐらいしかなかったので、

もう少し目のつくところにそういうものを

置いていただいて、町民に少しずつ普及し

ていったらいいなと、この考え方が、とい

うふうに思っております。 

 ３番目に移ります。 

 同性パートナーシップ、ファミリーシッ

プの導入は、先ほど答弁書にもありまし

た。これから調査研究していきたいという

ことでしたので、二、三日前小池都知事

も、やっと重い腰を道が上げて、道のほう

が取り組んでいくということでしたので、

少しずつ広まっておりますので、足寄町も

少しずつ検討していかれたらよろしいかな

というふうに思っております。 

 そして、４番目に入ります。 

 学校教育の中でですね。先ほどの答弁書

にもありましたが、中学校のほうが道徳の

ほうで少し取り入れられていると、国語科

や道徳の中で取り上げられている、２年生

のほうでというようなお話でした。中学生

の道徳の教科書、ちょっと取り寄せまし

て、私も何十年かぶりに道徳の教科書を読

みましたが、大変参考になる、大人も見た

ほうがいいなというような、昔の道徳と

違って、議論をするというか、討論する。

昔はこういうふうに話を持っていきましょ

うというような道徳だったような、私は気

がしておりますが、最近の道徳はやはり違

うのだなというふうに思いました。 

 ２年生のところでちょっと私、このマイ

ノリティーのことが触れられたようには見

えなかったのですけれども、中学生の２年

生どういうような授業内容なのか、少し詳

しく教えていただけたらと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、教育次長。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 今回の一般質問の質問を頂きまして、各

小中学校にどういったことをやっているの

だということを照会しました。その中で、
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中学校においては、中学校からの回答につ

いて、答弁させていただいたというところ

で、申し訳ないのですが、具体的にどう

いったところの内容をどういった形で取り

組んでいるというところまではちょっと把

握してないので、御理解いただきたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） ありがとうござい

ます。 

 これも大変、学校教育の中でどういうふ

うに人権のことを教育しているのだろうと

思ったときに、学校は学習指導要領がござ

いますね。その中に入っているのかなと思

いましたらば、この性的マイノリティーの

ことについては触れられていないというよ

うな、あと法務省であるとか、いろいろな

ところから情報を見たのですけれども、や

はりなかなか難しい問題があるということ

で、ちょっと２点だけ学習指導要領には

入っていないけれども、各日本国内でこう

いうような授業をしているというのが、

ちょっと私はすごいなと思ったのですけれ

ども、小学校の道徳授業です。 

 一番問題なのは子供たちの成長発達段階

に合わせた教育をするというのが多分一番

必要だとは思うのですけれども、今、小学

生は性教育ということでやっております。

性教育というのはこれ自体がＬＧＢＴに関

して見れば、これは同性ということは全く

想定外のことでありまして、異性を好きに

なってそういう愛情を育んでいくというよ

うなことを前提に教育をされているわけ

で、そこに入っていくというのは大変難し

いと思うのですけれども、まずは学級通信

や保健だより等で、授業の様子の掲載、授

業の内容を保護者のほうへ情報提供を行っ

ているということでした。性教育から入っ

ているという。 

 あと中学校での実践例ですけれども、授

業の、もちろん学習指導要領に入っていな

いし、道徳の教科書にも入ってないので、

まずそれは先生たちが養護教員と担任とで

まず資料をつくって、そして性的マイノリ

ティーのことについても触れている。そし

て、３段階に分けて、まずは生徒、そして

２時間目は今度は保護者も参観に入れて、

保護者も一緒に入れて同じ授業をやり、そ

して３時間目はいろいろな情報を発信して

くれるような、そういう人たちも入れて討

論をさせているということでした。子供た

ちの意見ですね。だから、どういうふうに

進んでいくかは分からないのですけれど

も、まずは考えさせる。まずは教えて、こ

ういうものなんだよと教えて、それを討論

させて、自分たちの中で人権ってどういう

ことなんだろうということを教えていると

いうところを保護者にも周りにも発信して

いるというような、そういう中学校がござ

いました。 

 今、性的マイノリティーの人たちは私が

知っているのは、もう成人になってからの

人しか知らなかったのであれなのですが、

もう１０代、１０歳になるまでにそういう

ことを自分で自認して、ちょっと違う、で

悩んでいる子が大体小学校五、六年生から

高校生のときまでのその間に分かることが

多いようです。なので、大人と違って、ど

こに相談していいのか、親にも相談できな

い、ではどうすればいいのだろうという

と、そこから始まるみたいで本当に悩ん

で、いじめにもつながり、自殺も増えてい

るということでした。本当に深刻な状況

で、これを打開するためにではどうして

いったらいいのだろうということで、先生

たちも苦慮されているのではないかなとい

うふうに思います。 

 この２つの取組のほうをちょっと見てい

たときに、子供の教育、子供がどういうふ

うに考えているかというのは私も子供がい

ますが、自分の子供がどういうふうに考え

ているかと聞いたこともないですし、そん

なこと知っているとも思えないしというの
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がほとんどだと思うのですけれども、子供

たちがそういうふうに議論を交わしている

ところを大人が見るか、保護者が見ること

によって、保護者も勉強になるし、やっぱ

り改めてこの人権問題、ＬＧＢＴのことを

保護者も勉強し、それが浸透していく、地

域に浸透いくというふうに私は捉えまし

た。 

 足寄の小学校、中学校で教育のほうもし

ているということですけれども、これは本

当に質問にはなりませんが、ぜひ何か一つ

でも少しずつトライしていっていただい

て、ただ子供の成長発達段階に合わせて、

少しずつ取り組んでいってもらいたいなと

思いますけれども、お考えお聞かせ願えま

すか。 

○議長（吉田敏男君） 教育長、答弁。 

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答

えいたします。 

 この性のマイノリティーについては、こ

れは平成１５年に法律もできましたし、そ

れに基づいて学校の実態調査もあります

し、平成２７年に文部省の課長通達に取扱

いの通達が来ているのですね。それを様々

な世界の潮流の中で、先ほど言った人権の

問題だとか、そういう流れが一連の流れが

あったその中のあれなのですけれども、や

はり大事なことはキーワードでいったら

やっぱり偏見と配慮だと思うのですね、

キーワードでいったら。学校においても教

育というジャンルの中で、これ学習指導要

領については、これ指導内容については明

記されてないのですよ、最低基準が。それ

はなぜかというと、これ法律的に見ても、

この種のあれというのはまだ日本国中の中

で、ある種のマジョリティーというか、コ

ンセンサスが成立されていないのですね。

したがって、教育の場合はそういうものが

きちんと成立されて、教育というわけです

から、必ず指導と管理は一体化になってま

すから。指導しっ放しというわけにはいき

ませんから、だから平和教育もそうなので

すけれども、それについての学習は子供た

ちはします。だけれども教育というくくり

はないのです。だから、全国で一定程度の

学力などを保障する最低基準である学習指

導要領には明記されていないのです、まだ

ね。その中で、このＬＧＢＴですか、それ

を含めた性的マイノリティーについては、

性の多様性の尊重と、そういう観点に立っ

て、少なくてもやっぱり思春期にそういう

ものを自覚して悩むわけですから、そうい

う子供たちに偏見を持ったりしないように

配慮すると、このことについてはこれは必

要であるし、学校にとっても必要であるし

大事なことということについては、これは

論をまたないのではないかなと。そういう

ことで、学校として大事なことは、そうい

うことの内容にあるかないか、足寄町にど

うのこうのではなくて、やはり学校の体制

として、学校の体制として対応の共有化

と、それから相談体制、さらには家庭だと

か、あるいは関係機関、そして専門機関と

の連携をきちんと図っていく。プラス、教

育委員会も主体性を発揮して、やっぱりそ

ういう動きというのですかね。世界の流れ

だとか、日本の動きだとか、教育の動向な

どを見定めて的確な指示とやはり環境整備

だと思うのです。例えばトイレの問題もそ

うだろうし、更衣室の問題などもそうだ

し、水泳の指導のときなどもそうだろう

し、そういう意味でいったら、やっぱりこ

の種のことというのは、私は多様性という

観点にとって、そういう偏見と配慮、この

ことがやっぱりキーワードで非常に大事だ

なと、そんなふうに思っております。 

 非常にデリケートな問題なので、ダイレ

クトに子供たちに実態調査をするだとか、

そういうことなかなかできないから、本当

の生の声なり実態というのは的確に把握し

てませんので、ちょっと各課そういうよう

な部分がありますけれども、そんなふうに

捉えていますので、御理解のほどよろしく

お願いをいたします。 
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○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 最近、高校生などだと、今まで女の子は

スカート、男子はスラックス、でもスラッ

クスも取り入れている高校とかは出てきて

おります。足寄中学のほうは男の子はス

ラックスに女の子はスカートですけれど

も、制服については何か検討されたことは

ございますか。そういうマイノリティーだ

けではなくて、本人の希望というか、そう

いうことを考えたことはあるか教えてくだ

さい。 

○議長（吉田敏男君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 制服についての御質問ということで、足

寄中学校におきましては、令和２年度より

ＬＧＢＴ支援という考え方ではなくて、多

様性、多様な考え方に対応するということ

で、スラックスの選択を可能としていると

いうところ、可能としております。私の見

る限りまだ着用されている方はいないと思

いますが、可能ということになっておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 制服のことについ

ては、では多様性を踏まえて２年度から取

り入れていらっしゃるということですね。 

 私思ったのですが、大変寒い地域でござ

いまして、制服を着るのは年に何回ぐらい

なのだろうなと思ったときに、制服を廃止

するというような考えは今まで一度も、そ

ういうような意見は出たことはないです

か。 

○議長（吉田敏男君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 今まで足寄中学校における制服の廃止に

ついての議論ということは聞いたことはご

ざいません。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 先ほども申しましたように、子供たちの

その学びから親も学んでいくというような

ことがかなりたくさんあるかと思います。

今回の道徳の教科書を読ませていただい

て、私は反省いたしました。ちっとも教科

書を読んでないという自分も反省した次第

であります。なので、いろいろな教育の知

識がいろいろな町民に広がっていくことを

やっぱり願いたいと思います。 

 では、次に移ります。 

 ５番目のＬＧＢＴフレンドリーという考

え方をどう思うかということで、まさしく

このフレンドリーなのですよね。普通に思

えるような、そういう世の中になっていけ

ばやはり差別や偏見という、あといじめ、

その差別や偏見からいろいろなところでい

じめとか、登校拒否であるとか、学校、子

供で言えば自殺、そういうようなことが少

しは少なくなってくるのではないかなと思

います。 

 このＬＧＢＴフレンドリーという言葉

は、私も今回初めて知ったのですけれど

も、今具体的に使っているのは企業の評価

価値の一つとして上がっているみたいで、

それをそういうことをしている企業は、大

手企業や何かは会社として企業として認め

られるというような形でＬＧＢＴフレンド

リーのほうも使っているらしいです。 

 それを踏まえまして、一番足寄町で大手

企業といいますとやっぱり役場だと私は思

うのですよね。役場の人たちの、先ほど知

識の普及、啓発に努めていくというふうに

町長おっしゃられましたが、役場の職員の

中でどのようにお勉強していくかという

か、研修していくか、そういうことは考え

られますか。 

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。 

○町長（渡辺俊一君） 特に職員としてど

うするのかといったところは特に考えてご

ざいません。町民全体として、このＬＧＢ
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Ｔに対する考え方ですとか、このＬＧＢＴ

フレンドリーという、先ほども申し上げま

したけれども、非常に大切な考え方である

なというように考えておりますので、これ

からの啓発活動だとかそういったものも含

めて、町民だけではなくて職員にもきちん

とこういう考え方、大切ですねということ

で、啓発を進めていきたいなと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ３番。 

○３番（進藤晴子君） 分かりました。 

 いずれ何年先になるか分かりませんが、

まずは相談の、かなり相談内容もやっぱり

人に教えていけないということございます

が、そういう相談室を設けていくというの

もやはり目標の一つではないのかなという

ふうに思っています。でもそうなると、や

はり相談を受ける側の問題ですよね。その

研修であったりとか、そういう人権問題の

しっかりと勉強していかないと、やはりい

きなりはできないというふうに思いますの

で、まずは少しずつやれるところから始め

ていただきたいなと。世の中の動きを見ま

すと、もう始まっております。やはり子供

たちに私たちも大人が負けないように、少

しずつ人権のことも学んでいければなとい

うふうに、私個人としては思います。 

 最後になりますけれども、第６次総合計

画の中に今回どう載っているかなというふ

うに見ましたら、男女共同参画、共同のま

ちをつくっていくという中でございます。

２４年でしたか。第７次計画がまた何年か

後にはやってくると思うのですけれども、

ぜひぜひその中に今回のマイノリティーの

人たちのことも入れていっていただけたら

なと私の個人的な意見を最後に申し上げ

て、最後にもう一言町長のほうからお言葉

頂きまして、一般質問を終わります。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 今、総合計画のお

話もございましたけれども、今までやはり

男女共同参画という部分、一般的には男女

共同参画もなかなかきちんと進まさってい

ないかなというように思ってますけれど

も、これまでの考え方としては男女共同参

画という、そういったことで男性も女性も

というようなことでこう考えて、そういう

計画が進んできているのかなというように

思いますけれども、これからの部分でいけ

ばやはり男性、女性だけではなくてという

ところにやっぱりなってくるのかなという

ふうに思っています。 

 そういった意味で、今までは男女共同参

画を進めるというようなことで進んできて

ますけれども、これからはそういうもっと

多様なそういう性についても、性のマイノ

リティーですか、そういったこともやっぱ

り考えながら進めていかなければならない

ということになりますし、もう勧告も２０

１４年ですか、に出されて２０１５年には

東京だとかでもというようなことで、パー

トナーシップの制度なども始まっていると

いうことで、もう既に何年もこの部分につ

いては進んできているわけですけれども、

なかなか町の施策として進めていくといっ

た部分では、なかなか取り組めてきていな

い課題でなのかなというふうに思っていま

す。 

 そういった意味で、これからもできると

ころから少しずつでも取組を進めていかな

ければならないというように思っておりま

すので、今後とも御理解のほどよろしくお

願いをしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。 

 これにて、３番進藤晴子君の一般質問を

終えます。 

 次に、２番高道洋子君。 

（２番高道洋子君 登壇） 

○２番（高道洋子君） 議長のお許しを頂

きましたので、通告書に従いまして一般質

問をさせていただきます。 

 質問事項、障害を持つ家族等の世話をす
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る方（ケアラー）に対する支援について。 

 ケアラーとは、高齢や身体上、精神上の

障害または疾病により援助を必要とする親

族や友人、その他の身近な人に対して、無

償で介護や看護、日常生活上の世話、その

他の援助を行っている人のことを言いま

す。 

 現在のコロナ禍という厳しい環境の下、

家族や近親者を介護するるケアラー（無償

の介護者）は、先の見えない日々の介護の

中で、心身の健康や社会的孤立、離職、虐

待等の様々な悩みを抱え、将来への不安を

募らせています。 

 また、近年では１８歳未満の若年層の介

護者（ヤングケアラー）も増加しており、

社会的な問題となっています。 

 国の調査では、中学２年生の１７人に１

人、全日制の高校２年生のおよそ２４人に

１人が世話をする家族がいると回答してい

ます。 

 また、このたび北海道が初めて行った実

態調査によると、世話をしている家族がい

ると答えたのは、中学生で３.９％、全日制

高校生で３.０％、定時制高校生で４.５％

の結果となっており、これらの数字は決し

て小さなものではありません。 

 北海道では、ヤングケアラーを含む家族

を介護する人を支援する条例が来年４月施

行を目指しており、札幌市でも年内に市立

の中高生を対象に実態調査を行う予定との

ことです。 

 将来にわたり、誰もが安心して介護や看

護ができる地域づくりは町民の願いであ

り、本町においてもケアラー支援は喫緊の

課題と捉えていることから、以下の点につ

いて町長の御所見を伺います。 

 一つ、本町におけるケアラーの現状と認

識について。 

 二つ、相談体制について。 

 三つ、実態調査の必要性について。 

 四つ、ヤングケアラーについての教員の

認識について。 

 五つ、今後の具体的な支援策について。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 高道議員の障害を

持つ家族等の世話をする方（ケアラー）に

対する支援についての一般質問にお答えし

ます。 

 １点目の本町におけるケアラーの現状と

認識についての御質問ですが、ケアラーに

ついては、介護が必要な方を家族が介護す

ることが当たり前との見方がある中で、周

囲の理解が得られず、誰にも相談できない

まま孤立していく心配があり、特にヤング

ケアラーは家庭内のデリケートな部分で表

面化しにくいこともあると考えておりま

す。 

 本町における介護保険制度対象者のケア

ラーの現状につきましては、第８期足寄町

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策

定の際、令和２年６月から１２月までの期

間における介護認定更新申請者の約４割の

方に在宅介護実態調査を行っており、調査

結果によると、家族等による介護の頻度が

ほぼ毎日と回答された方の割合は５２.５％

となっています。 

 また、主な介護者については、子が５６.

６％と一番多く、次に配偶者が３０.４％、

孫については２.２％となっています。性別

については、女性が５６.５％、年齢別では

５０歳代から６０歳代の方が約６割を占

め、２０歳代は２.２％、２０歳未満は０％

となっており、介護のために仕事を辞めた

と回答された方の割合は２.２％となってい

ます。調査数は少数ですが、この結果から

高齢者の介護については、子及び配偶者と

いった身近な家族で５０歳代以上の方がケ

アラーとなっており、ヤングケアラーにつ

いては把握できませんでした。 

 なお、障害を持つ方のケアラーやヤング

ケアラーについての調査は行っておりませ

んが、各種福祉サービスを利用されている

場合等については、事業者等を通じて課題
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などを把握するよう努めています。 

 ２点目の相談体制についてですが、高齢

者につきましては、地域包括支援センター

においてケアラー等からの相談対応や町内

のケアマネジャーによる検討会を開催し、

ケアラーに対する支援に努めています。ま

た、障害を持つ家族等への対応について

は、福祉課内の基幹相談支援センターのほ

か、障害福祉サービス事業者や相談支援事

業所が相談対応し、ヤングケアラーについ

ては、各学校において児童生徒一人一人と

の教育相談等を通して個別の悩みに対応し

ているところです。 

 ３点目の実態調査の必要性ですが、介護

保険制度対象者のケアラーについては、３

年に一度の介護保険計画策定時に在宅介護

実態調査を行っていることから、その中か

らケアラーの状況を把握していきます。 

 障害を持つ方のケアラーやヤングケア

ラーについては、現段階では町単独での実

態調査の実施は考えておりませんが、障害

福祉サービス事業者等や学校において状況

を確認し、町福祉課や教育委員会のほか関

係機関と情報交換を密に行い、必要な対応

をしていきたいと考えておりますので、御

理解を賜りますようお願い申し上げます。 

 ４点目のヤングケアラーについての教員

の認識についてですが、北海道教育委員会

が行った学校単位の調査に対して、対象と

なった町内の学校では、ヤングケアラーと

いう言葉を知っており、学校として意識し

て対応しているとの回答をしています。ま

た、中学校においては、日本ヤングケア

ラー連盟から発出されている「ヤングケア

ラーはこんな子供たちです」というプリン

トを配布し、教員への周知を行っていま

す。 

 ５点目の今後の具体的な支援策について

ですが、現在把握されていないケアラーや

要支援者を含め、サービスが必要な方が必

要時に利用できるよう介護サービスや障害

福祉サービスについて継続的に周知を行っ

ていくとともに、相談先の周知を図り、庁

内関係部局の情報共有や町内外の関係機関

との情報交換・連携の下、ケアラーの支援

や早期発見を行っていきます。なお、障害

者の相談支援体制としては、来年４月に供

用開始を予定している障害者地域生活支援

センターにおいて相談機能の充実を図るこ

ととしています。 

 また、ケアラーを支援するための地域づ

くりも必要なことから、広報あしょろ等を

活用してケアラーに関する認知度を高め、

支援を必要とする方の早期発見や個々の事

情に合った支援につなげることができるよ

うに啓発を行っていきます。 

 今後、北海道がケアラー支援条例を策定

しケアラーの支援に関する計画等を策定す

ることになっていることから、その計画に

基づきケアラー支援を図っていきたいと考

えておりますので、御理解を賜りますよう

お願い申し上げ、ケアラーに対する支援に

ついての一般質問に対する答弁とさせてい

ただきます。 

○議長（吉田敏男君）  再質問を許しま

す。 

 ２番。 

○２番（高道洋子君） 再質問をいたしま

す。 

 介護につきましては、地域共生社会を目

指す介護保険制度があります。この制度は

被介護者へのサービスが中心で、ケアラー

の問題はまたケアラー支援という新しい視

点を持って考えねばならないなということ

から今回質問を考えました。 

 答弁書によりますと、介護認定申請者の

４割の方への実態調査をしましたとありま

すけれども、この介護支援認定の対象者は

町内に何名ぐらいおられるのでしょうか。

まずそこからお伺いします。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、福祉課長。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの認

定の対象者なのですけれども、このたびの

調査の対象者は在宅で介護を受けていらっ
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しゃる方で、更新は令和２年６月から１２

月までの対象者ですが１１８名となってお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） それでは１１８名

ということで、その４０％、４割の方です

ね。４割の方の実態調査をされたというこ

とで、約５０名ぐらいの人の実態調査が分

かったということでございますね。 

 そのほかにもこの介護認定を、今回の質

問の対象者、ケアラーなのですけれども、

そのほかにも介護認定を受けていない方

が、介護認定を受けてないけれども具合の

悪い町民の方、そういう人が、言ってみれ

ば介護認定者の予備軍と言っていいのか、

私たちも入るかもしれませんけれども、大

勢いらっしゃるわけです。町民全体の中

で、言ってみれば、将来ケアラーを必要と

する人たちの認定者以外にそういう人たち

の把握ですね、推定でもいいのですけれど

も、どのように捉えているでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 推計とかはし

ておりませんけれども、今高齢化率が４０

％ぐらいということで、町民の４０％が６

５歳以上になっていらっしゃいます。 

 今後、具合悪くなったりとか、介護が必

要になるということは将来高齢になるとど

なたでもそういう状態になるかなと思いま

すので、それぞれの方が近くに御家族がい

らっしゃる場合もありますし、いない場合

もいらっしゃいますが、どちらにしても要

介護状態にはいつかはなられるのかなとい

うふうに思っておりますので、何人という

よりは全ての方が将来必要となるのかなと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） そうですね。本当

に６５歳以上の全ての人が将来要介護者に

なり得るということでございます。ですか

ら、相当の数の方が将来ケアラーを必要と

する。介護をしていただく介護者ですね。

ケアラーですね。それを必要としていると

いうことが足寄町としてはうかがえると思

います。 

 先ほどの５０名、４０％の人の実態調査

でも介護をされているのは１番には子供だ

と、それから配偶者であると、と続いてい

ると。しかも５０歳以上の身近な家族がケ

アラーになっているという実態でございま

した。将来の、課長がおっしゃったよう

に、足寄町も高齢化率がより高くなり、そ

れから独居の単身者も増えていくのですけ

れども、しかしそれに反して身近な家族が

離れて、遠くに離れて住んで、家族が、一

番の家族がケアラーとはなっていますけれ

ども、実際には身近な家族が町外にいて、

独居者が亡くなるまで独居で行かなければ

いけないということが実態として将来です

ね、今もそうですけれども、より家族がケ

アラーになることはより難しくなっていく

ということが現実としてあるのではないか

と思うわけです。 

 ですからなおのこと、将来に介護計画、

介護を受けている側でなくて介護していく

ケアラーですね、ケアラーの支援計画、そ

れが今後本当に必要になってくるのではな

いかと考えられますが、そのことについて

どのように思うでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 在宅で介護さ

れている方はお子さんが多くて、その間仕

事をお休みになったりされている方もい

らっしゃいますし、仕事の合間にそういう

ことを、ケアをされている方もいらっしゃ

います。 

 ケアラーの支援という改めた計画という

よりは、今現在介護サービスとか福祉サー

ビスとか通所だとか、あとは短期、ショー

トステイですとか、そういうような各種

サービスが整備されておりますので、レス

パイトを含めた活用ができるようなサービ
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スの充実というのでしょうか、そういうも

のをしていくことが身近なところでまずは

できる支援なのかなというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） ケアラー支援につ

いて北海道でも先進的に取り組んでいる町

がありまして、そこの町のケアラーの人に

対する実態調査が載ってました。それによ

りますと、ケアラーの実に６０％の人が心

や体の不備を抱えていると。そのケアラー

の特徴というのは、介護は家族がするもの

と思い込んでいる、一つには。二つには支

援の必要性に気づかない。ケアラーの支援

ですね、に気づいていない。それから、誰

に何を相談してよいか分からない。四つ目

には、今後の暮らしや人生に見通しが持て

ないということが浮かび上がってきたと、

そこの町の実態調査では言っておりまし

た。 

 そのケアラーの方たちの相談体制につい

て伺いますけれども、ケアラーの方たちが

どんな問題を抱えているのかを、またどう

いうことに行き詰まっているのか。各団体

が共有して、今、課長の答弁の中に課題解

決を図っていきたいとありましたけれど

も、以前に介護者の会というのがありまし

た、足寄町にも。介護をする方たちが時々

集まって、専門的な研修を受けたり、それ

から悩みや困り事を互いに話し合い解決を

して、元気と勇気をもらってまた介護の現

場へ戻るという、ケアラーの人たちには本

当に楽しくも元気になる、そういううれし

い会であったとお聞きしました。ちょうど

私も消費者協会の被害者、消費者被害とい

うことで講師で呼ばれまして、その介護の

会のちょうどそれは年に１回ぐらいの温泉

旅館のお泊まりの研修会で、そこで一緒に

その日いろいろとお話、懇談させていただ

いたときに、本当にこの会があって私たち

は悩み解決できて、いろいろなことを話し

合うことができて、本当に元気もらうんだ

よという話をしておりました。 

 当時は役場のＯＢの西川さんがたしかそ

の事務局をやっていたように思いましたけ

れども、現在はその介護の会というのはど

うなっているのでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいま高道

議員がおっしゃられた介護者の会なのです

けれども、数年前に解散しておりまして、

会を始めた当初については介護サービスと

かもあまりないような時期だったのかなと

いうふうに思いますが、それから今町内に

いろいろな在宅介護サービスも高齢者複合

施設もつくったりとか、いろいろな不足し

ているサービスを、足寄町の中で使える

サービスを充実してまいりました。そうい

うこともございまして、あと介護者の会の

方たちが高齢になってきているということ

もあって、あと町のほうにも相談体制がい

ろいろあるということもありまして、その

会は発展的に解散されて今に至っていると

ころです。 

 現在は介護をする方の会というものでは

ございませんけれども、認知症の方を在宅

で抱えて介護されている方と御本人とか家

族の方が集えるような認知症のカフェとか

そういうものも別につくっておりまして、

家族の方がどこかでほかの同じような介護

者の方とお話ができるというような形も

取っております。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 発展的に解消され

たということですか。もし復活したらどう

なのかなという思いもありました。 

 やはり私たちいろいろな場面で、一方的

なお話を聞いたり、１対１でお話合い、相

談に乗ってもらうのも大事ですけれども、

お互い仲間同士が、お互い仲間しか介護し

ている人しか分からない悩みを抱えた者同

士が本当に何か食事しながら、また１泊し
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ながら語り合って、そして問題解決してい

くという場面が結構多いものです。そうい

う意味で、無駄かとも考えられますけれど

も、でもそういうすごい勇気をお互いに、

仲間同士が集うということは何回かそうい

う経験あります。 

 しかし、今の御答弁のように、発展的な

もっと効率的なそういう会ができたのだと

いうことであれば、また復活はしなくても

いいのかなという思いもありますけれど

も、人数にこだわらないでそういう少人数

でもいいから、そういう会を結成をさせて

ほしいなというふうに思うところです。ど

うでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） 最近ケアマネ

として福祉課のほうで関わらせていただい

ている方とか、町内の介護の事業所を通じ

てはそのような会を望んでいるというよう

な希望は聞いていないところですけれど

も、その家族の方が同じような体験を聞き

たいとか、そういう声がもしあるとした

ら、今後家族さんの声も聞きながら検討し

ていきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） またそういう声が

聞こえましたら、少人数でもそういう会を

つくってあげるのもいいかなというふうに

思っております。 

 次に、ヤングケアラーについてお伺いし

たいと思います。 

 このヤングケアラーというのは、家族の

介護や世話を行っている１８歳未満の子供

のことで、その実態は様々でございます。 

 共働きの両親に代わって祖父母を介護し

たり、慢性的な病気を持つ親や兄弟の看病

をしているケースもあります。 

 また、掃除や洗濯、買物など家事を担っ

たり、家計を支えるために働いている高校

生などもおり、過度な負担によって心身が

疲弊し、学業や進路に影響を及ぼすことが

懸念されると社会問題になっております。 

 このヤングケアラーというのは、学校か

らの情報提供がきっかけで発見されること

が多いということでございますが、学校で

は、教育現場では本当に、特に子供たちの

身近にいる教育現場の方の理解は大変重要

だと思いますが、ヤングケアラーの意識を

深める機会をどのように与えているのか。

また先ほどの答弁では、ヤングケアラーに

対して意識をして対応しているという御答

弁がございましたが、学校の現場ではどの

ようなことになっているのでしょうか、お

答え願いたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 先ほどの答弁でもありましたが、主に義

務教育の中、中学校というところで中学校

でも意識しながら対応しているということ

でございますし、まだ比較的新しい言葉で

もありますので、そういった形の教職員間

の周知もしているというところでございま

す。 

 また、実情、先ほど議員のほうからも学

校のほうからの発見ということで発覚する

ことが多いということで、どうしても虐待

案件につながる場合もあるかと思いますの

で、この点につきましては虐待のネグレク

トですね。そういった場合については、各

学校も目を、先生方も注意して子供たちを

観察しているというふうに考えておりま

す。どうしてもすぐ寝てしまうだとか、お

なかをすかせているだとか、そういったこ

とがあれば、ちょっと学校の中でケース会

議を開いていただいたり、場合によっては

福祉課のほうと連携しながらその対応に図

るということが原則かなと、今の状況かな

ということでございます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） ヤングケアラーの

多くの子供たちは周囲の大人に相談したく
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ても相談できる方法を知らないと、分から

ないということで、本当に周りの大人たち

がヤングケアラーという概念を理解して、

子供たちの声なき声をキャッチして早期発

見に努めていくことが最も大切だと思うわ

けでございます。特に学校現場でそういう

目を光らせて、よろしくお願いしたいと思

います。 

 この全体を通して、ケアラー支援に、タ

イトルのケアラー支援でございますけれど

も、このケアラー支援を進めていくために

全国各地で条例の制定の動きがございま

す。２０２０年３月には埼玉県で、それか

ら次、今年ですか、今年の３月、２０２１

年３月には北海道の栗山町で北海道発のケ

アラー支援条例が、それから６月には三重

県の名張市というところでケアラー支援の

推進に関する条例が相次いで制定されてお

ります。 

 北海道においても現在北海道ケアラー支

援条例、素案ですね、に関するパブリック

コメントが実施されておりまして、本町に

おいても様々な世代や立場で家族などが介

護する人、ケアラーを地域社会全体で支援

していくためにも、ぜひともこのケアラー

支援条例の制定に率先して取り組んでいく

べきではないかなと私は思いますけれど

も、町の見解について伺いたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいま議員

がおっしゃられたように、今北海道ではパ

ブリックコメントをしております。今後条

例が制定されて、北海道のほうでケアラー

の支援の計画が策定されていくのかなとい

うふうに思っております。 

 足寄町においても、ケアラーを支援する

というのは条例によらず学校でも細かい目

配りをしていただいて、障害とか介護の関

係については福祉課なり町の関係事業所な

りが支援をしていくということで、条例に

かかわらず支援を図っているところかなと

いうふうに思っておりますので、すぐに条

例を制定するとかということは考えており

ませんが、今後他町も参考にさせていただ

きながら検討していければなというふうに

思いますので、御理解いただければと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 分かりました。 

 今後様々な国とか道とか、いろいろな支

援が出てくると思いますけれども、それら

を活用してぜひとも前向きで取り組んでい

ただきたいことを要望しまして、このケア

ラー支援については終わりたいと思いま

す。 

○議長（吉田敏男君） ここで、暫時休憩

をします。 

 ３時まで休憩といたします。 

午後 ２時４６分 休憩 

午後 ３時００分 再開 

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議

を再開をいたします。 

 高道議員の質問からお願いをいたしま

す。 

 ２番。 

○２番（高道洋子君）  質問事項、アフ

ターコロナを見据えて、町民の命を守る健

康対策について。 

 新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、活動やイベント等の中止、高齢者の外

出の機会が減少し、動かないことによるフ

レイル（虚弱）のリスクが懸念されていま

す。 

 コロナ禍で体を動かさない、食事が偏

る、会話が減るなどの生活が続いて、身体

や認知機能に影響が出てきている高齢者が

急増しているとされ、コロナフレイルと注

目されています。 

 また、新型コロナウイルスへの感染を恐

れて、医療機関への受診を控えたり、各種

検診（健診）を自粛する人も増えていま

す。特にがん検診の受診率は全国的に大幅
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に低下しており、公益財団法人日本対がん

協会の調査では、２０２０年１年間の５つ

のがん検診（胃がん、肺がん、大腸がん、

乳がん、子宮頸がん）の受診者数が、対前

年比で３０.５％の大幅な減少となっている

とのことです。 

 これにより、これを全体に置き換えると

２０２０年の国内では、少なく見積もって

も１万人以上のがんが未発見となっている

ことが懸念されるとのことです。 

 がんはコロナ流行下でも変わらず発生し

ていることが考えられます。がん検診の受

診を見送っているうちに、未発見のがんが

進行がんとなり、治療の選択肢を狭めてし

まいかねない重大な問題です。 

 これらのことから、以下の点について町

長の御所見を伺います。 

 １、コロナ禍における高齢者のフレイル

（虚弱）対策について。 

 ２、各種検診（健診）の直近３か年にお

ける受診率について。 

 ３、受診率を上げるための具体的な取組

について。 

 ４、検診（健診）後の保健指導等の取組

はどのように行われているか。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、渡辺町長。 

○町長（渡辺俊一君） 次に、アフターコ

ロナを見据えて、町民の命を守る健康対策

についての一般質問にお答えします。 

 １点目のコロナ禍における高齢者のフレ

イル（虚弱）対策についてですが、新型コ

ロナウイルス感染症の感染拡大により、感

染予防の観点から多人数が集まる介護予防

活動の開催が困難となり、高齢者の運動機

能や認知機能の低下傾向が全国的にも問題

視されていますが、本町においても同様の

懸念があったことから、広報あしょろにお

いてフレイル状態の自己チェックの方法や

予防方法等を紹介したほか、町民の方が自

宅で体操を実施する際の支援として、本町

で作成しているニコニコ体操と介護予防教

室等で実施しているいきいき百歳体操のＤ

ＶＤを希望者に無料配布しました。 

 また、通所型事業である介護サービス事

業所、介護予防事業及び生きがいデイサー

ビスについては、緊急事態宣言下において

も感染予防に配慮した上で事業を継続して

いただき、介護予防を図っていただきまし

た。 

 高齢者等複合施設の地域交流活動につき

ましても、近隣地域の感染状況を見なが

ら、少人数の場合は施設内において活動を

実施し、多人数の場合は町民センター等を

使用して密を回避しながら事業を行ってお

り、フレイル対策の一翼を担っていると考

えております。 

 このほか、老人クラブの健康教室や各地

域でフレイル予防の講話を希望される場合

については、地域包括支援センターが出向

いて介護予防事業を実施しており、今後も

健康教室等を通じて高齢者のフレイル状況

を把握し、予防に取り組んでいきます。 

 ２点目の各種検診の直近３か年における

受診率についてですが、本町の各検診の受

診率算出対象者と受診率は、特定健診は４

０歳から７４歳の国民健康保険加入者で、

平成３０年度５４.１％、令和元年度５１.

８％、令和２年度５７.３％となっていま

す。また、各種がん検診につきましては、

胃がん検診は５０歳から７４歳で平成３０

年度５.９％、令和元年度５.４％、令和２

年度３.４％。肺がん検診は４０歳から７０

歳で平成３０年度６.１％、令和元年度６.

１％、令和２年度１４.５％。大腸がん検診

は４０歳から７４歳で平成３０年度６.３

％、令和元年度５.４％、令和２年度６.３

％。乳がん検診は４０歳から７４歳で平成

３０年度１４.５％、令和元年度１４ .２

％、令和２年度１１.３％。子宮がん検診は

２０歳から７４歳で平成３０年度１１.４

％、令和元年度１０.５％、令和２年度８.

７％となっております。 

 なお、がん検診の受診率の計算方法につ
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きましては、厚生労働省における地域保

健・健康増進報告書に基づくものとなって

おり、受診者数については町で実施してい

る検診の受診者数を用いての算出となって

おります。 

 ３点目の受診率を上げるための具体的な

取組についてですが、特定健診ではポス

ター掲示、対象世帯への訪問、電話などに

よる受診勧奨を行っているほか、健診受診

などをポイント化した健康ポイント事業の

実施や国保病院に通院している方の検査

データの受領など、受診率向上に向け各種

取組を実施しております。 

 がん検診においては、チラシの新聞折り

込みでの周知や訪問での受診勧奨のほか、

年齢が節目に達したときにはクーポンを発

行して無料で受診ができる機会を提供して

おり、さらにその後の継続的な受診への意

識づけを行っています。また、特定健診と

合わせての実施など受診しやすい環境づく

りも行っております。 

 ４点目の健診後の保険指導等の取組につ

いてですが、特定健診受診者のうち集団健

診の受診者については、受診１か月半後に

役場において受診者本人に直接結果を説明

し、支援が必要な方には、その後半年間に

わたって面接や状況確認の保健指導を繰り

返して改善を目指していきます。 

 また、がん検診に関しては、検診機関か

ら所見があった方について精密検査の受診

勧奨を行っており、その後は精密検査の結

果や未受診等の状況に応じて受診の必要性

を説明し早期の受診を勧めています。 

 今後も受診率向上のための情報提供や健

康教育等各種保健事業を推進してまいりた

いと考えておりますので、御理解を賜りま

すようお願いを申し上げ、高道議員の一般

質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（吉田敏男君）  再質問を許しま

す。 

 ２番。 

○２番（高道洋子君） 再質問をいたしま

す。 

 まず厚生労働省は２０２０年４月から７

５歳以上の後期高齢者を対象に、新たにフ

レイル健診を導入いたしました。フレイル

とは日本語に直訳すると虚弱ですが、分か

りやすくいうと筋力が衰えた高齢者が介護

を必要とする一歩手前の状態のことだそう

で、高齢になると筋力が落ちたり食が細く

なったりするため、フレイルの早期発見で

重症化を防ぐことができます。特にコロナ

禍にあっては、外出の自粛等により運動不

足となりフレイルの増加が懸念されており

ます。 

 そこでお聞きいたしますが、まず本町に

おけるフレイル健診の実情、実施状況につ

いて伺います。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問なのですけれども、フレイルに関して

の健診というのは特別行ってはおりません

けれども、例えば御自分でできるようなフ

レイルのチェックですとか、そういう

チェック項目がありますので、そういうも

ので御自分の状況を把握していただいたり

とか、あとは老人クラブとか各種介護予防

教室をやっているところにおきましては、

その方の体力の状況とかそういうものを測

定させていただいて、そこから継続的に運

動して体力といいますか筋力とか、そうい

うものがどれぐらい改善されたかとか維持

されたかというような取組は行っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 私も言われて見ま

したが、フレイル健診という１５項目の質

問がございまして、Ａ４、１枚ぐらいにそ

れを一度マル・バツの方式で、それで参加

したことがございました。 

 そういう１５の質問のフレイル健診の活

用などについては、データの活用ですね、

それはどのように。先ほど言った老人クラ
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ブとかそういうところで発表しているとい

うことですか。分かりました。 

 そういうのをできれば広報とか、そうい

うところにも知らせてみたらいいのではな

いかなと思いますがどうでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） コロナがやっ

ぱり発生しましてから、皆さんが外に出て

活動されるのが少なくなったということも

ありますので、昨年から今年度にかけまし

て２回広報のほうにフレイルの１５項目で

はないのですけれども、５項目の簡易版と

いうのがありまして、そちらのチェック表

を載せたりとか、フレイルを予防するため

にはこのようなことをしましょうというこ

とで、例えば栄養を取りましょうとか、健

康管理をしましょうとか、こういうものが

必要ですというような項目を広報のほうで

周知をさせていただいております。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 今後、団塊の世代

の方たちが７５歳に達する、いわゆる２０

２５年問題ですね、それに向けて町として

具体的にはどういう取組を計画されている

か伺いたいと思いますが。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） その方たちを

ピンポイントに焦点を当てた計画というの

は特にはないのですけれども、介護保険計

画の中には老人保健計画というのもござい

ます。一緒につくっておりますので、そこ

で介護予防について書いていたり、あとは

病気にならないようにということで健康を

維持する、健康寿命を長くするというよう

なことを周知してそれぞれの健康を守って

いただけるような啓発をしていきたいとい

うふうに考えています。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 次に、先ほどのが

ん検診の各種検診の３か年間の結果が御答

弁にございました。そこについて伺いたい

と思います。 

 この各種検診、特定健診など、私の知っ

ているところでは、前にも一般質問で話し

たことありましたけれども、たしか平成２

７年ですか、平成２７年が足寄町は５９.４

％ということで、全道で１０位、十勝管内

で２位と、その受診率の高さが、そこを

ピークだったような気がいたします。その

後、今の資料によりますと、元年には５１.

８％で、全道で３７位の、管内７位まで下

がりましたけれども、でもこの令和２年で

すか、このたびは５７.３％と持ち越した

と。現場の方たちの頑張りもあったように

思いますが、その中で、その後にがんの部

門別のがんの中で特に大変悪いと思うのが

胃がんなのですね、胃がん。胃がんは令和

２年度は３.４％と。確かにコロナのせいも

あるかもしれないですけれども、肺がんは

１４.５％ですから、そればかりでもないの

かなという思いがいたしますが、この胃が

んはなぜ低い。これは今回だけでなく前年

通しても３０年、元年、２年とやはり５.９

％、５.４％、３.４％ということで、特に

この令和２年の３.４％が低いと思うわけで

すね。何が原因だと思われますか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） こちらの受診

率につきましては、足寄町の集団検診を受

けていただいた方が対象となっています。 

 まだ働き盛りの方に関しましては、会社

とかそういう事業所で健康診断とか人間

ドックとかを受けられていて、そちらの分

は含まれていないので、働き盛りの方は健

診を受けるときに受けた方についてはここ

に含まれていないというのが受診率が低い

ということもひとつあるのかなというの

と、あと胃がん検診に関しましては、検査

の方法としてバリウムだったり胃カメラと

いうようなこともありまして、やっぱり少

し検診を受けるにはちょっと負担が大きい

のかなというふうに思います。それで検診

を避けられるといいますか控えられる方も

いらっしゃるのかなというふうに思ってい
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ます。それがこの受診率が低い理由かなと

いうふうに捉えているところです。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 課長もおっしゃい

ましたが、私もそのように思っておりま

す。胃がん、私も毎年ドックとかいろいろ

な病院で検診を受けますけれども、このバ

リウム検診ですね、これは私の周りのお友

達とか大体同世代の人、若い人もそうです

けれども、このバリウムを飲むということ

がまず大変だと。すごい負担があるという

ことと、それから私はバリウムは何ぼでも

飲めるのですけれども、台の上に乗って逆

さまになるときですね。あれが体重が重い

せいかね、真っ逆さまに落ちるような気が

するのです、台が逆さまになりますよね。

それで厚生病院でしたときはもうとっても

自信がなくて、なぜかというと手の握力だ

と思うのですよ。手で支えきれない、両手

で。それで肩に何かすごい枕を、硬い、そ

れをお医者さんにお願いして検査のとき、

これを充ててくださいと。そうでないと私

逆さまになれないということで、そして急

遽そういうものも用意してあって、してい

ただいたのですけれども、でもそれ以来、

もうバリウムは私は無理だと。手が絶対自

信ないのですよ、逆さまに落ちるような気

がして。それのせいでないかなと、今、課

長もおっしゃいましたけれども。ですか

ら、私の周りの人もみんなそう言ってま

す。バリウムのやり方がどうもだめだとい

うことで。だからそれ以来私は内視鏡、鼻

からと口から、それ選べるのですけれど

も、それを選んでやっております、内視鏡

ですね。そして、地元でも病院でもできる

ように聞いていますし、ピロリ菌のときは

私は町立病院で鼻からやりました。ですか

ら、胃カメラですね、内視鏡、これに切り

替えたらどうかなというふうに今回切に思

うわけです。もちろん助成制度も設けて、

そういうことで町内でできるし、そうする

と３％がもう１０％にも、肺がん並みに上

がるのではないかなと。口からと鼻からと

選べると思いますしね。それについてはど

ういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまおっ

しゃったように、バリウムは飲んだ後の検

査受けるのが非常に体力的に厳しいという

方もいらっしゃるということで、カメラに

切り替えた場合に、例えば町内の医療機関

でがん検診として、そういうカメラ検査が

できるのかとか、また助成関係とか、助成

金の関係とか、そちらのほうについては今

後診療体制等も聞きながら、ちょっと検討

していきたいなというふうに思います。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） ぜひ、やっぱり胃

がんは早期発見ということで、早期発見す

ると９０何％５年間生きられるという資料

もございます。ですから、結構町内にも胃

がんで亡くなった方が結構聞いております

ので、ぜひ内視鏡検査に切り替えて、前向

きで検討していただきたいと思うわけでご

ざいます。 

 次に行きたいと思います。 

 今や国民の２人に１人が将来何らかのが

んにかかるというふうに言われております

けれども、やはり今後受診率の向上を目指

していくためには４０代、５０代の働き盛

りの世代や子育て世代の受診を増やしてい

くことが大事かなというふうに思うわけで

す。 

 そこで、若い世代からがんに対して正し

い知識を学んでいくということが大変重要

だと考えておりますので、本町では、私も

前にも一般質問させていただいて、国保病

院の村上院長から御協力を頂いて、足寄高

校の３年生でしたかしら、毎年１回大変な

スケジュールが大変な中、高校生も、コロ

ナ禍の前は毎年１回がん教育を村上院長に

来ていただいて、私も仲間と共に授業に参

観させていただいたことがありましたけれ

ども、大変院長先生のお話は画面を使って
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本当に、機器を使って、本当に分かりやす

くお話しなさるのです。子供たちも全校と

いうより、３年生、全学年、クラス男女み

んな受けてましたけれども、本当にひそひ

そ話が一切なく、もう本当に聞き入ってい

る様子が、みんな初めて聞く話なものです

から大変よかったと思うのですよね。そし

て後から感想文というか、お話を聞いたら

やっぱり家族とも、うちへ帰ってから両親

とも親とも家族ともそういうがんの話がお

互いにできてよかったという、家族と一緒

に意識を共有したということを聞いており

ます。 

 そこでお伺いしますが、このがん教育を

ぜひともコロナが終わりましたら、小中学

生、今まで高校生でしたけれども、小中学

生にも行っていただきたいな、年に１回は

というふうに思うわけですけれども、がん

教育ですね。いかがでしょうか。 

○議長（吉田敏男君） 教育次長、答弁。 

○教育次長（丸山一人君） お答えいたし

ます。 

 過去に中学校では医師に来ていただい

て、がん教育やったことがあろうかと思い

ます。ただ、毎年はやってはいないのでは

ないのかなと思います。 

 今おっしゃったとおり趣旨については非

常に大切なことだと思ってますので、

ちょっと学校の校長とちょっと協議させて

いただきたいというふうに思いますので、

御理解賜りますようお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君）  何年に一回かな

さったことがあるという中学校ですね。で

も、これぜひ毎年卒業生に、ぜひそれをお

話を聞いていただきたいなということをお

願いしたいと思っております。 

 それから次に、何か今回一般質問に当た

り、健康問題についてお勉強していきます

と、データヘルス計画という言葉が出てき

ました。平成３０年度に第２期のデータヘ

ルス計画が策定されて云々とありましたけ

れども、ほかの町村、インターネットでは

載っていたのですが足寄町には載ってな

かったのですけれども、このデータヘルス

計画の内容についてお聞かせ願いたいと

の、町民に対してどのようにお知らせして

いるのか伺いたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問、データヘルス計画の関係なのですけ

れども、データヘルス計画は厚労省の指針

に基づいて保険者が健康医療情報を活用し

て効果的かつ効率的な保健事業の実施を図

るための実施計画というふうになっており

ます。 

 足寄町につきましても、平成３０年度か

ら令和５年度までの６年間の計画を策定し

ております。今現在、ホームページとかそ

のようなものでお知らせをしていないとこ

ろでして、ちょうど昨年までが３年間、平

成３０年から令和２年度までで３年間の半

分の期間が終わったということで、令和３

年３月で中間見直しというのを今整理して

いるところでございます。そこまでの数字

で、３年間の数字を整理して、今後の目標

と、今までどれぐらいの実績かというのと

今後の目標を整理したものを今調整中でご

ざいますので、それが整理が終わりました

らホームページ等でお知らせしていきたい

なというふうに考えております。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） ぜひホームページ

に掲載して、どういうふうに活用していく

のか、概要など町民にお知らせ願いたいと

思います。 

 最後になりますけれども、現場の保健師

さんですね、保健師さんは本当にこのお仕

事がコロナの接種とか、またコロナの啓発

啓蒙とかいろいろな対応が出てきまして、

これまでなかった仕事が新たに増えたこと

もあって、事務的な仕事量が一段と増加し

ていると推察するわけでございます。 
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 保健師さんは、前にも一般質問にもお話

ししたことありましたけれども、やっぱり

専門職であられます。何年間も専門の教育

を受けて、そして現場の町民とかそういう

人たちとじかに接して相談に乗ったり、適

切なアドバイスをしたりというのが保健師

さんの仕事だと思いますが、やはり足寄町

の場合は机に向かってコンピューターで事

務作業が大変多いようにお見受けしており

ます。 

 時間外勤務も本当に福祉課がいつも明々

と電気ついていると町民の人がよく言いま

すけれども、保健師さんもその中で事務的

なことですね、やっているのではないかな

というふうに思うわけです。 

 やはりこういうもったいない、専門職の

方に事務的な仕事を、コンピューターです

ね、いろいろな報告とか企画立案とかいろ

いろあるのだと思いますけれども、それは

事務屋さんに任せて、やはり現場に出てい

ただくということが望ましいかなというふ

うに常々思っております。本当に事務屋さ

ん、昔はいたそうに聞いておりますけれど

も、いつの頃からかその事務屋さんがいな

くなったとも聞いております。現場の保健

師さんはどう思っているかは分かりません

けれども、やはりそういう事務作業です

ね、そういうことは、新たに採用するとい

うのでなくて、前にも言ったことがあった

のですけれども、ＯＢの方とか、役場の

ね、それからそういう臨時職員でもいいと

思うのですけれども、そういうことを増や

していただいて、そういう事務担当職員を

新たに配置しまして、保健事業の推進をぜ

ひとも前に進めていただきたいと、現場に

出させて、出していただきたいというふう

に思うところでございますが、いかがで

しょうか。御答弁お願いします。 

○議長（吉田敏男君） 福祉課長、答弁。 

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御

質問なのですけれども、コロナもありまし

て大変福祉課のスタッフには頑張っていた

だいているというふうにちょっと私も思っ

ております。 

 事務関係の仕事を保健師等の専門職もし

ているということで、専門職は専門的な仕

事をという御意見ですけれども、今保健活

動をするにしてもやっぱり町の仕組みとか

事務的なことというのはある程度やっぱり

分かって仕事をするのは必要だと思うの

で、事務全般が全て事務職員がやらなけれ

ばいけないというか、やるというふうな業

務分担というのはそこまでは完全に分担す

るようなことというのはまず難しいという

ふうに思っております。 

 しかし、おっしゃられるように、事務的

なことに関してはほかの事務職が協力して

行うとか、あとは例えば今健診率を上げる

ための業務の一つとして、医療費の分析と

か受診勧奨とか、そういう業務もございま

して、そちらについては国保連がやってい

る事業のほうの委託なのですけれども、昨

年度からそういうものにも取り組ませてい

ただいておりまして、内部での業務です

ね、業務で専門的、逆に業者さんが専門的

にできる部分とか、職員ではなくてもでき

る部分については外部の力を借りるといい

ますかね、そちらのほうに業務をお願いし

てやっているところでございます。 

 あと、現場に出て活動というのも必要で

すけれども、保健的なものではなくても包

括のほうの保健師も、今現場に出て各高齢

者の独居と高齢者世帯のお宅を訪問するな

どして活動しておりまして、保健推進だけ

でなく福祉課全体の保健師の中で外に出て

仕事をして、そこを担っているという部分

もございます。 

 今後も業務の整理をしまして、どのよう

な業務分担がいいのかを検討していきたい

と思います。 

 以上です。 

○議長（吉田敏男君） ２番。 

○２番（高道洋子君） 前にも質問のとき

にも、数年前ですね、保健師さんのお仕事
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も全部出していただいて、内容ですね、項

目も全部見ました。見せていただきまし

た。本当に健診から始まって結構あるので

すよね。本当に何百、本当に１年間通すと

相当数のお仕事がありました。だからその

中で、そしてなおかつ事務の報告とかそう

いう事務的な作業という、昔と違って本当

にどこか行くにも帰ってくるにも全部書類

が必要でございます。だからそれらは行っ

た人でないと分からないこともあるかもし

れませんけれども、だけれども、事務屋が

できることは事務屋さんがやっていただい

て、なるべく町民に接する機会を、健診だ

けでなく個別に本来の保健師さんの本来の

お仕事、せっかく教育を受けて就職したわ

けでございますから、そういう機会を、環

境づくりですね。それがやっぱり課長の仕

事でないかなと思うわけでございます。で

すから、本当に福祉課の中でやるのも仕事

ですけれども、使命ですね、保健師さんは

保健師さんとしての使命を果たしてあげて

ほしいなと思うわけであります。 

 いろいろといろいろな事情があるのかも

しれませんけれども、最後に健康対策につ

いて町長から所見を伺いたいと思います。 

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。 

○町長（渡辺俊一君） 町民皆さん誰もが

やっぱり健康で長くこの地元で、住み慣れ

た足寄で住み続けたいと、こう思ってい

らっしゃるのではないかなと思っておりま

す。 

 そういった意味で、本当にいつまでも健

康に過ごせるということがやっぱり一番大

切なことなのかなというように思っている

ところであります。そういったところを町

としても福祉課中心になりながら、そうい

うサポートといいますか、町民の皆さんが

健康で暮らせるように、そういった取組を

進めていかなればならないなと考えている

ところであります。 

 保健師さんの話もいろいろと出ましたけ

れども、保健師さんもやっぱり保健師さん

専門職としてやはり町民の皆さんと顔を合

わせていろいろな指導も、町民の皆さんに

健康指導だとかそういったこともしなけれ

ばなりませんし、また保健師さんでなけれ

ばならない、やらなければならない事務仕

事みたいなものというのもやっぱり当然あ

るわけであります。何でも事務的な仕事は

事務職でということにはやっぱりなかなか

ならなくて、保健師さんがやらなければな

らない事務仕事もあるわけですから、どう

しても日中まちの中に出て町民の皆さんと

顔を合わせて保健指導とかそういうことを

やってきた後、帰ってきた後また戻ってき

て事務的な仕事もやらなければならないと

いうようなことで、夜遅くまで電気がつい

ているということもあるかなというように

思ってますし、また最近ではやっぱりコロ

ナの関係もありますから、いろいろな取組

というのは今まで以上にこの一、二年、去

年からですね、そういう仕事がまたさらに

増えてきているのかなというようには思っ

ているところであります。 

 いずれにしても、町民の皆さんの健康を

守るということで保健師さんやっぱり重大

な任務を担っていかなければならないわけ

ですから、今お話あったように、なるべく

町民の皆さんと顔を合わせるような機会を

多くしながら、町民の皆さんといろいろ話

をしながら皆さんに健康の話、健康につい

てもっと取組を進めていけるような、そう

いった形にしていければなというように

思っているところでありますので、御理解

いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（吉田敏男君） これにて、２番高

道洋子君の一般質問を終えます。 

 

◎ 延会の議決 

○議長（吉田敏男君） ここでお諮りをい

たします。 

 本日はこれで延会をしたいと思います。 

 御異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれで延会することに決

定をいたしました。 

 

◎ 延会宣告 

○議長（吉田敏男君） 本日はこれで延会

をいたします。 

 次回の会議は、１２月１４日午前１０時

より開会をいたします。 

 大変御苦労さまでございました。 

午後 ３時４２分 延会 
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